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東
御
市
は
、
県
内
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併
で
は
、
千
曲
市
に
次
ぐ
2
番
目
の
新
設
合
併
と

し
て
、
ま
た
県
下
で
は
18
番
目
の
市
と
し
て
平
成
16
年
4
月
に
誕
生
し
、
発
足
後
10
周
年
の
記

念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
合
併
協
議
会
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
新
市
建
設
計
画
に
沿
い
、
平
成
16
年
か
ら
平

成
25
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
１
次
東
御
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、『
さ

わ
や
か
な
風
と
出
会
い
の
元
気
発
信
都
市
』
を
基
本
理
念
に
「
自
然
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

「
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
」「
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
10
年
間
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
に
あ
る
中
、
市
の
発
展
に
直
接
関
与
さ
れ
た
皆
様
を
は

じ
め
、
大
勢
の
皆
様
か
ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
歩
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

対
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
発
足
10
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、市
民
の
皆
様
が
心
に
有
す
る
「
ふ
る
さ
と
（
地
元
）
に
対
す
る
郷
土
愛
」

の
力
の
賜
物
で
あ
る
と
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
分
権
が
ま
さ
に
実
行
段
階
を
迎
え
る
今
日
、
自
治
体
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に

よ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
想
い
を
共
有
し
て
信
頼
関
係
を
築
き
、
と
も
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
実
現
を
図
る
た
め
の
行
動
を
起
こ
し
て
行
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
東
御
市
総
合
計
画
」（
と
う
み
夢
・
ビ
ジ
ョ
ン

2
0
1
4
）
が
始
動
し
ま
す
。『
人
と
自
然
が
織
り
な
す　

し
あ
わ
せ
交
流
都
市　

と
う
み
』

を
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
、
幸
せ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
6
項
目

に
亘
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
の
も
と
、
21
の
政
策
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
の
た
め
各
種
施

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、合
併
か
ら
満
10
年
を
迎
え
、さ
ら
に
着
実
な「
歩
」

を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
時
代
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
市
が
抱

え
て
い
る
諸
課
題
に
対
し
て
柔
軟
な
発
想
と
議
論
を
重
ね
、
市
民
目
線
に
立
脚
し
、
市
民
益
を

旨
に
、
次
な
る
10
年
を
見
据
え
て
「
真
の
東
御
市
ら
し
さ
が
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東 御 市長 　 花岡  利夫

「人と自然が織りなす 
      しあわせ交流都市 とうみ」を

めざして
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東
御
市
は
平
成
の
大
合
併
と
し
て
、
東
部
町
と
北
御
牧
村
の
2
町
村
が
対
等
合
併
し
て
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。
時
の
流
れ
は
早
く
、
10
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
市
民
の
皆
様
が
さ
ま
ざ
ま
な
お
立
場

で
、
東
御
市
の
発
展
そ
し
て
地
域
の
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
賜
物
で
あ
る
と

深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
部
町
は
、
昭
和
の
大
合
併
に
よ
り
昭
和
31
年
に
、
北
御
牧
村
は
明
治
22
年
に
誕
生
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
歴
史
と
風
土
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
16
年
4
月
1

日
の
東
御
市
発
足
に
伴
い
ま
し
て
、
東
部
町
48
年
、
北
御
牧
村
1
1
5
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
か
ら
協
議
が
始
ま
っ
た
町
村
合
併
で
あ
り
ま
す
が
、
小
県
郡
と
北
佐
久
郡
の
郡
を

挟
ん
で
の
合
併
で
あ
り
、
制
度
の
異
な
る
面
も
多
々
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
数
多
く
の
合
併
協
議

会
を
経
る
中
で
、両
町
村
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
て
の
発
足
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町
村
合
併
は
、

こ
の
地
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
決
断
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
ま
で
住
み
慣
れ
た
町
や
身
近
に
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
、
行
政
区
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ

り
不
便
さ
を
感
じ
、
負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
ご
心
配
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
反
面
、

行
財
政
の
効
率
化
や
公
共
施
設
の
幅
広
い
利
用
な
ど
、期
待
さ
れ
る
面
も
多
く
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
、
こ
の
10
年
間
を
顧
み
ま
す
と
、
両
町
村
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、
新
た
な

東
御
市
が
「
さ
わ
や
か
な
風
と
出
会
い
の
元
気
発
信
都
市
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
着
実
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
し
い
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
こ

と
は
、
市
民
の
皆
様
の
要
望
や
意
見
が
反
映
さ
れ
る
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。潤
い
の
あ
る
希
望
の
持
て
る
地
域
と
な
る
た
め
に
、

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
御
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
と
魅
力
を
持
ち
続
け
て
よ
り
一
層
発
展
し
て
い
く
た
め

に
、
先
人
の
皆
様
が
大
切
に
守
り
育
ん
で
き
た
自
然
、
伝
統
、
文
化
、
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
資

産
を
大
事
に
受
け
継
ぎ
、
生
か
し
な
が
ら
、
未
来
の
た
め
に
歩
ん
で
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
、
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
努
力
を
続
け
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、東
御
市
の
更
な
る
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東 御 市議会 議長 　 青木  周次

合併10周年に当たって
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写
真
で
振
り
返
る

　
東
御
市
10
年
の
歩
み

旧
東
部
町
と
旧
北
御
牧
村
が
合
併
し
東
御
市
が
誕
生（
4
月
1
日
）

初
代
市
長
に
土
屋
哲
男
氏
が
就
任
（
4
月
25
日
）

東
御
市
発
足
記
念
式
典
（
7
月
17
日
）

東
京
都
大
田
区
と
友
好
都
市
提
携
協
定
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定

締
結
（
11
月
13
日
）

米
・
オ
レ
ゴ
ン
州
マ
ド
ラ
ス
市
と
姉
妹
都
市
協
定
締
結
（
6
月
24

日
）

東
御
市
農
産
物
加
工
施
設
竣
工
式
（
7
月
31
日
）

第
1
回
東
御
市
民
ま
つ
り
（
8
月
6
日
）

定
時
定
路
線
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
と
う
み
レ
ッ
ツ
号
」
運
行

開
始
（
10
月
2
日
）

東
御
の
日
、
市
民
憲
章
・
市
花
・
市
木
・
市
蝶
を
制
定
（
10
月
3
日
）

丸
山
晩
霞
記
念
館
開
館
（
11
月
3
日
）

中
央
保
育
園（
現
・
北
御
牧
保
育
園
）新
園
舎
竣
工
式（
1
月
16
日
）

東
部
高
校
が
「
東
御
清
翔
高
校
」
に
校
名
変
更
（
4
月
1
日
）

東
御
市
民
ま
つ
り
の
愛
称
が
「
東
御
ど
す
こ
い
S
U
N 

S
U
N
」

に
決
定
（
8
月
4
日
）

都
市
計
画
道
路
田
中
牧
家
線
（
田
中
地
区
）
街
路
工
事
竣
工
式

（
11
月
3
日
）

花
岡
利
夫
氏
が
2
代
目
市
長
に
就
任
（
4
月
25
日
）

「
S
u
n
ラ
イ
ズ　

ワ
イ
ン
・
リ
キ
ュ
ー
ル
特
区
」（
通
称
ワ
イ

ン
特
区
）
に
認
定
さ
れ
る
（
11
月
11
日
）

元
関
脇
高
見
山 

渡
辺
大
五
郎
さ
ん
を
東
御
市
観
光
大
使
に
任
命

（
9
月
19
日
）

田
中
駅
南
口
整
備
事
業
竣
工
式
（
12
月
16
日
）

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

　
平
成
16
年
4
月
1
日
、
県
下
18
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
た

東
御
市
。
10
年
の
歩
み
を
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

▲東御市誕生
◀ワイン特区認定でワイン

用ぶどうの栽培が拡大

▲第 1 回東御市民まつり▲元関脇高見山 渡辺大五郎さんが市観光大使に

▲田中商店街　街路工事完了
▲助産所とうみのオープン
　でお産ができるまちに

▲デマンド交通「とうみ
レッツ号」運行開始

平成
16年

平成
17年

平成
18年平成

19年平成
22年

平成
21年

平成
20年

（2014年 4月）市報とうみ 4



御
牧
原
保
育
園
と
中
央
保
育
園
を
統
合
し
、「
北
御
牧
保
育
園
」

に
（
4
月
1
日
）

助
産
所
と
う
み
竣
工
式
／
玩
具
展
示
館
竣
工
式
（
4
月
22
日
）

エ
フ
エ
ム
と
う
み
開
局
（
10
月
3
日
）

祢
津
保
育
園　

新
園
舎
竣
工
式
（
2
月
28
日
）

東
御
清
翔
高
校　

多
部
制
単
位
制
に
移
行
（
4
月
1
日
）

防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
開
始
（
4
月
）

市
役
所
庁
舎
増
改
築
工
事
の
た
め
、
仮
設
事
務
所
で
業
務
開
始
（
5
月
2
日
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
中
屋
敷
ぶ
ど
う
団
地
を
ご
訪
問（
8
月
24
日
）

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
・
有
線
放
送
廃
止
（
9
月
30
日
）

秋
田
県
美
郷
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
（
10
月
15
日
）

花
岡
利
夫
市
長　

2
期
目
ス
タ
ー
ト
（
4
月
25
日
）

市
役
所
新
庁
舎
開
庁
式
（
8
月
13
日
）

新
図
書
館
開
館
式
（
11
月
1
日
）

中
央
公
民
館
の
増
改
築
工
事
に
伴
い
、同
館
の
供
用
を
停
止
（
3
月
18
日
）

滋
野
保
育
園　

新
園
舎
竣
工
式
（
滋
野
・
東
保
育
園
を
統
合
）（
4
月
2
日
）

上
下
水
道
局
移
転
開
所
式
（
4
月
15
日
）

中
央
公
民
館
増
改
築
工
事
が
本
格
化
（
4
月
）

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
組
織
「
し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
」

設
立
（
5
月
9
日
）

県
道
東
部
望
月
線
「
宮
バ
イ
パ
ス
」
竣
工
式
（
5
月
31
日
）

市
内
の
一
部
地
域
で
干
ば
つ
（
6
月
）

東
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式
（
6
月
6
日
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
水
村
喜
一
郎
美
術
館
を
ご
訪
問（
8
月
25
日
）

記
録
的
な
大
雪　

約
80
㎝
の
積
雪
（
2
月
14
、
15
日
）

中
央
公
民
館
増
改
築
工
事
竣
工
式（
市
民
交
流
広
場
も
供
用
開
始
）

（
3
月
16
日
）

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

▲天皇皇后両陛下ご訪問（写真：長野県提供）▲小学校区単位の地域づくりが始まる

▲市立保育園の統合・再編と
子育て支援施設の充実

▲市民への情報伝達手段はオフトーク
通信・有線放送から防災ラジオへ

▲エフエムとうみ開局

▲中央公民館リニューアル
オープン

▲新図書館完成

市役所新庁舎完成▶

▲舞台が丘公共
施設整備工事
が本格化

平成
23年

平成
22年

平成
25年

平成
23年平成

25年

平成
25年 平成

24年

平成
23年
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新しい総合計画の愛称
とうみ 夢・ビジョン 2014

　
第
1
次
東
御
市
総
合
計
画
が
、
平
成
25
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
10
年
を
展
望
し
た
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
2
次
東
御
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
と
職
員
の
協
働
に
よ
る
「
総
合
計
画
策
定
市
民
会
議
」
や
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
、
地
区
別
説
明
会
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案
を
参
考
に
検
討
を

重
ね
、
最
終
的
に
有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
で
の
審
議
を
い
た
だ
き
、
本
年
1
月

に
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
て
計
画
を
成
案
化
し
、
基
本
構
想
を
市
議
会
に
提
案
し
、

目
指
す
10
年
後
の
将
来
都
市
像
は
、

　
〝
人
と
自
然
が
織
り
な
す

　
　
　

し
あ
わ
せ
交
流
都
市　

と
う
み
〟

　

自
然
の
恵
み
、
農
山
村
の
潤
い
に
育
ま
れ
て
き
た
個
性
豊
か
な

文
化
と
美
し
い
郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
心
温
ま
る
ふ
れ
あ

い
、
い
き
い
き
と
し
た
活
動
に
よ
っ
て
人
と
人
を
結
び
、
誰
も
が

笑
顔
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
〝
幸
せ
〟
が
実
感
で
き
る
都
市
を
目

指
し
ま
す
。 　新しい計画に親しみをもっていただけるように、そして

市民、地域、市が〝夢〟と〝希望〟をもってまちづくりを進
められるように願いを込め、計画に愛称を設けました。

第
２
次
東
御
市
総
合
計
画

「
と
う
み 

夢
・
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
４
」
を

策
定
し
ま
し
た

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
4
月
、“
み
ん
な
”
で
共

有
し
、“
み
ん
な
”
で
目
標
に
向

か
っ
て
歩
む
新
し
い
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　総合計画とは、市が目指すまちづく
りや、それを実現するための福祉、子
育て、教育、環境、都市基盤、産業な
ど広範囲な市民生活にかかわる仕事を
計画的、効率的に行うため、市政推進
の具体的な方向を定める計画です。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
財
政
課
　
企
画
政
策
係
　
☎
64

－
５
８
９
３

総合計画って何？

（図1） 第 2次総合計画の
 構成と期間

実施計画

基　本　構　想

基　本　計　画
前期基本計画 5カ年
（26～30年度）

後期基本計画 5カ年
（31～35年度）

年度26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

前期終了時に見直し

PDCAサイクル

3カ年の計画で
ローリング方式により毎年策定

基本理念

基本目標

政　　策

施　　策

事務・事業（3カ年計画）

将来都市像

【基本構想】

【基本計画】

【実施計画】
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～目指す将来都市像～

“人と自然が織りなす　しあわせ交流都市　とうみ”

将来都市像を実現するための６つの基本目標
基
本
構
想（
平
成
２６
〜
３５
年
度
）

基本目標 1
豊かな自然と人が
共生するまち

基本目標 2
安全・安心の社会基盤が支える

暮らしやすいまち

基本目標 3
子供も大人も輝き、
人と文化を育むまち

基本目標 4
共に支え合い、みんなが元気に

暮らせるまち

基本目標 5
地域の魅力を活かし、活力と
にぎわいを生むまち

基本目標 6
市民と共に歩む
参画と協働のまち

　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
（
10

カ
年
）、
基
本
計
画
（
前
・
後
期
、

そ
れ
ぞ
れ
５
カ
年
）、
実
施
計
画

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

基
本
構
想
は
、
21
世
紀
に
対
応

で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
「
普
遍
的
な
理
念
」
＝
市
民
憲

章
の
も
と
、
市
の
「
目
指
す
べ
き

将
来
像
」
と
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
の「
基
本
目
標
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に
掲

げ
る
6
つ
の
「
基
本
目
標
」
を
実

現
す
る
た
め
の
「
政
策
」
と
「
施

策
」
を
体
系
的
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
示

す
体
系
化
さ
れ
た
施
策
に
対
し
、

具
体
的
に
実
施
す
る
事
業
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、〝
計
画
は
何
の
た
め

に
あ
る
の
か
〟
を
出
発
点
に
総
合

計
画
策
定
方
針
を
定
め
、
策
定
作

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
計
画
は

策
定
が
目
的
で
は
な
く
、
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
総
合
計
画
で
は
、「
如

何
に
し
て
地
域
の
皆
の
力
を 

〝
ま

ち
づ
く
り
〟
へ
結
集
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
」、
そ
し
て
、「
如

何
に
し
た
ら
皆
が
納
得
で
き
る
計

画
の
進
捗
管
理
が
で
き
る
の
か
」、

と
い
う
二
点
を
重
視
し
、
計
画
の

「
実
効
性
」
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
置
い
た
計
画
と
し
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
総
合
計
画
は
、
市
民
と

の
協
働
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実

現
が
叶
う
計
画
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
地
域
の
〝
み
ん
な
〟

の
力
を
結
集
す
る
こ
と
が
、
市
民

の
幸
せ
や
地
域
の
豊
か
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ

と
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、

市
民
と
行
政
が
、

と
も
に
協
力
し

て
課
題
解
決
の

た
め
に
行
動
し

て
い
く
仕
組
み

を
つ
く
り
、
総

合
計
画
を
推
し

進
め
て
い
く
こ

と
を
特
長
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
総
合
計
画
は
、「
実

現
性
」と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ「
必

要
性
」
が
重
視
さ
れ
て
い
た
た
め
、

計
画
の
進
み
具
合
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。
し
か
し
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
計
画

の
実
効
性
」
で
あ
り
、
市
民
視
点

で
の
「
成
果
」
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
姿
勢
で
す
。
そ
の
た
め
、
市

民
と
行
政
が
協
働
し
て
計
画
の
進

捗
を
評
価
・
検
証
し
、
常
に
柔
軟

に
取
り
組
み
方
法
を
見
直
せ
る
仕

組
み
を
つ
く
り
、
総
合
計
画
を
推

し
進
め
て
い
く
こ
と
を
特
長
と
し

て
い
ま
す
。

計
画
の
構
成
と
期
間

市
民
の
参
加
と
協
働
を

進
め
る
計
画

特
長
①

成
果
重
視
の
評
価
に
よ
っ
て

進
捗
管
理
す
る
計
画

特
長
②

第
2
次
東
御
市

総
合
計
画
の
特
長
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★：計画期間中に優先的・重点的に取り組む「重点プロジェクト」平成26～30年度（前期基本計画5カ年）の政策、施策

自然と調和した住みよいまちを目指す

地球環境への負荷の少ないまちを目指す

●豊かな自然の継承と共生の実現
●身近な水環境の保全と活用
●里山・森林の保全と活用
★地の利を活かした新エネルギーの活用の推
進
★ごみの適正処理と減量・資源化の推進

●秩序ある土地利用の推進
★ゆとりある住環境づくりの推進
★安全・快適な道路環境の整備
●公共交通の利便性の向上
★水道水の安定供給
★下水道事業の経営基盤の充実
●防災意識の高揚と防災体制の充実
★災害に強い地域づくりの推進
●地域消防体制の充実
●地域防犯活動の推進
●安心な消費生活への支援

★子育て支援の核となるセンター機能の充実
★ファミリーサポート体制の構築
●発達特性を持つ子どもへの早期療育支援体
制の構築
★より豊かな幼児教育、保育の実践
★子どもたちの安全で安心な居場所づくり
★安全・安心な教育環境の整備
★豊かな心と健やかな身体を育む教育の推進
★確かな学力と学びを考える力を育む教育の
推進
★学校と家庭と地域の連携推進
●青少年の健全育成の推進
★人づくり、地域づくりにつながる生涯学習の
推進
●スポーツ、芸術文化活動の推進
●情報の収集・提供の拠点としての図書館の
充実
●文化財の保存と活用
●地域の文化や伝統行事の継承

★生涯を通じた健康増進の推進
●健康づくり意識の高揚と推進体制の充実
★市民病院の医療体制の充実
★医療ネットワーク形成による地域医療の充実
●国民健康保険事業の健全な運営
●ひとり親・生保世帯の自立支援と生活の安
定
★支え合う地域福祉づくりの推進
●障がい者（児）福祉の充実
●虐待防止の推進
●高齢者が活躍するまちづくりの推進
★介護予防の充実
●介護サービスの充実
★地域包括支援体制の充実

★東御ブランドの確立と新規特産品の振興
★農地流動化の促進及び耕作放棄地の再生
●農業担い手の育成・支援と安定的な農業経
営の確立
●雇用の創出と労働環境の充実
★商工業の支援と育成
●中心市街地のにぎわい創出
★新規起業者への支援と企業立地の促進
★Ｉ・Ｊ・Ｕターン移住者の誘導による定住の促進
★観光拠点の整備と情報発信の強化
●地域資源を活用した体験型、滞在型観光の
推進

★小学校区単位の地域づくりの推進
★協働のまちづくりの推進と担い手の育成
●効果的な行政運営の推進
●持続可能な財政運営の推進
●広域連携による共同事業の促進
●市政が見える広報活動の充実
★広聴活動の充実による市民参画の促進
★男女がともに参画するまちづくり
●人権意識の高揚と人権擁護の推進
●多文化共生の推進

【施　策】 【施　策】

基本目標 1 豊かな自然と人が共生するまち

快適で暮らしやすいまちを目指す

暮らしの安心を支える上下水道をつくる

暮らしの安全がひろがるまちを目指す

基本目標 2 安全・安心の社会基盤が
支える暮らしやすいまち

安心して子どもを産み育てられるまちを目指す

心豊かにたくましく生きる子が育つまちを目指す

生涯を通じた学びあいとスポーツに親しむまちを目指す

郷土の歴史・文化を守り育てるまちを目指す

基本目標 3 子供も大人も輝き、
人と文化を育むまち

生涯にわたり健やかに暮らせるまちを目指す

安心して医療が受けられるまちを目指す

誰もが自分らしく暮らせるまちを目指す

元気で生きがいのある高齢社会を目指す

基本目標 4 共に支え合い、みんなが
元気に暮らせるまち

地域特性を活かす農業の振興を目指す

元気で活力ある産業が育つまちを目指す

定住人口を増加させ、にぎわいのあるまちを目指す

交流を広げる魅力ある観光地を創る

基本目標 5 地域の魅力を活かし、
活力とにぎわいを生むまち

市民と行政が共に考え、共に歩むまちを目指す

市民の信頼に応える行財政経営を進める

開かれた市政を推進する

全ての人が尊重されるまちを目指す

基本目標 6 市民と共に歩む
参画と協働のまち

【
政

　策
】

【
政

　策
】

【
政

　策
】

【
政

　策
】

【
政

　策
】

【
政

　策
】
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★：計画期間中に優先的・重点的に取り組む「重点プロジェクト」平成26～30年度（前期基本計画5カ年）の政策、施策

自然と調和した住みよいまちを目指す

地球環境への負荷の少ないまちを目指す

●豊かな自然の継承と共生の実現
●身近な水環境の保全と活用
●里山・森林の保全と活用
★地の利を活かした新エネルギーの活用の推
進
★ごみの適正処理と減量・資源化の推進

●秩序ある土地利用の推進
★ゆとりある住環境づくりの推進
★安全・快適な道路環境の整備
●公共交通の利便性の向上
★水道水の安定供給
★下水道事業の経営基盤の充実
●防災意識の高揚と防災体制の充実
★災害に強い地域づくりの推進
●地域消防体制の充実
●地域防犯活動の推進
●安心な消費生活への支援

★子育て支援の核となるセンター機能の充実
★ファミリーサポート体制の構築
●発達特性を持つ子どもへの早期療育支援体
制の構築
★より豊かな幼児教育、保育の実践
★子どもたちの安全で安心な居場所づくり
★安全・安心な教育環境の整備
★豊かな心と健やかな身体を育む教育の推進
★確かな学力と学びを考える力を育む教育の
推進
★学校と家庭と地域の連携推進
●青少年の健全育成の推進
★人づくり、地域づくりにつながる生涯学習の
推進
●スポーツ、芸術文化活動の推進
●情報の収集・提供の拠点としての図書館の
充実
●文化財の保存と活用
●地域の文化や伝統行事の継承

★生涯を通じた健康増進の推進
●健康づくり意識の高揚と推進体制の充実
★市民病院の医療体制の充実
★医療ネットワーク形成による地域医療の充実
●国民健康保険事業の健全な運営
●ひとり親・生保世帯の自立支援と生活の安
定

★支え合う地域福祉づくりの推進
●障がい者（児）福祉の充実
●虐待防止の推進
●高齢者が活躍するまちづくりの推進
★介護予防の充実
●介護サービスの充実
★地域包括支援体制の充実

★東御ブランドの確立と新規特産品の振興
★農地流動化の促進及び耕作放棄地の再生
●農業担い手の育成・支援と安定的な農業経
営の確立

●雇用の創出と労働環境の充実
★商工業の支援と育成
●中心市街地のにぎわい創出
★新規起業者への支援と企業立地の促進
★Ｉ・Ｊ・Ｕターン移住者の誘導による定住の促進
★観光拠点の整備と情報発信の強化
●地域資源を活用した体験型、滞在型観光の
推進

★小学校区単位の地域づくりの推進
★協働のまちづくりの推進と担い手の育成
●効果的な行政運営の推進
●持続可能な財政運営の推進
●広域連携による共同事業の促進
●市政が見える広報活動の充実
★広聴活動の充実による市民参画の促進
★男女がともに参画するまちづくり
●人権意識の高揚と人権擁護の推進
●多文化共生の推進

【施　策】 【施　策】

基本目標 1 豊かな自然と人が共生するまち

快適で暮らしやすいまちを目指す

暮らしの安心を支える上下水道をつくる

暮らしの安全がひろがるまちを目指す

基本目標 2 安全・安心の社会基盤が
支える暮らしやすいまち

安心して子どもを産み育てられるまちを目指す

心豊かにたくましく生きる子が育つまちを目指す

生涯を通じた学びあいとスポーツに親しむまちを目指す

郷土の歴史・文化を守り育てるまちを目指す

基本目標 3 子供も大人も輝き、
人と文化を育むまち

生涯にわたり健やかに暮らせるまちを目指す

安心して医療が受けられるまちを目指す

誰もが自分らしく暮らせるまちを目指す

元気で生きがいのある高齢社会を目指す

基本目標 4 共に支え合い、みんなが
元気に暮らせるまち

地域特性を活かす農業の振興を目指す

元気で活力ある産業が育つまちを目指す

定住人口を増加させ、にぎわいのあるまちを目指す

交流を広げる魅力ある観光地を創る

基本目標 5 地域の魅力を活かし、
活力とにぎわいを生むまち

市民と行政が共に考え、共に歩むまちを目指す

市民の信頼に応える行財政経営を進める

開かれた市政を推進する

全ての人が尊重されるまちを目指す

基本目標 6 市民と共に歩む
参画と協働のまち

【
政

　策
】

【
政

　策
】

【
政

　策
】

【
政

　策
】

【
政

　策
】

【
政

　策
】
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海
野
バ
イ
パ
ス
、
そ
の
他
の
道
路

改
良
の
推
進

　

海
野
バ
イ
パ
ス
整
備
（
工
事
費
、

用
地
購
入
費
、
補
償
費
）、
市
道

田
中
30
号
線
道
路
改
良
工
事
費
、

滋
野
4
4
6
号
線
道
路
整
備
（
測

量
設
計
委
託
料
、
用
地
購
入
費
、

工
事
費
）、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
（
設
計
委
託
料
、
工
事
費
）、

道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
委
託
料

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

　

常
田
地
域
雨
水
排
水
路
整
備
調

査
設
計
委
託
料

子
育
て
支
援
対
策
、
保
育
園
施
設
整
備

計
画
の
実
行

　

和
保
育
園
園
庭
芝
生
化
工
事
費
、
田

中
保
育
園
備
品
購
入
費

小
中
学
校
非
構
造
部
材
耐
震
化
の
推
進

　

小
中
学
校
非
構
造
部
材
耐
震
化
費

（
非
構
造
部
材
耐
震
補
強
実
施
設
計
料
、

工
事
監
理
委
託
料
、耐
震
補
強
工
事
費
）

特
色
あ
る
教
育
環
境
の
推
進

　

学
力
向
上
対
策
事
業
費
（
小
中
一
貫

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
化

　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
事
業
費
、

電
気
自
動
車
充
電
設
備
設
置
工
事
費
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
施
設
導
入
補
助

金
、
事
業
所
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
融
資
利
子
補
給
金

循
環
型
社
会
の
構
築
（
生
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
、
資
源
循
環
型
施
設
建

設
の
推
進
）

　

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
建
設
コ
ン
サ
ル
業
務
委
託
料
、
生
ご
み
処

理
機
器
設
置
補
助
金

舞
台
が
丘
公
共
施
設
整
備
計
画
の
実
行

　

庁
舎
施
設
場
内
整
備
（
実
施
設
計
委
託
料
、
工
事
監
理
委
託
料
、
工

事
費
等
）、
県
地
区
整
備
事
業
（
用
地
購
入
費
・
補
償
費
）

良
好
な
居
住
空
間
の
整
備

　

日
向
が
丘
団
地
建
設
事
業
（
実
施
設
計
委
託
料
、
工
事
監
理
委
託
料
、

工
事
費
等
）

　
第
2
次
東
御
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
掲
げ
る
6
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
目
標
別
の
平
成
26
年
度
の
重
点
施
策
（
事
業
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
短
期
間
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
施
策
を
選
択
し
て
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
長
方
針
や
社
会
経
済
状
況
を
踏
ま
え
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
実
施
計
画
や
予
算
編

成
に
お
い
て
重
点
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

しあわせ　交流都市　とうみ～

基
本
目
標 

２

安
全
、
安
心
の
社
会
基
盤
が
支
え
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

基
本
目
標 

３

子
供
も
大
人
も
輝
き
、
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

基
本
目
標 

１

豊
か
な
自
然
と
人
が
共
存
す
る
ま
ち

東 御 市 重 点 施 策

（2014年 4月）市報とうみ 10



荒
廃
農
地
対
策
、
ワ
イ
ン
産
業
の
振
興

　

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
・
醸
造
者
等
創
造
支
援
事
業
、
ワ
イ
ン
用
ぶ

市
民
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

健
康
づ
く
り
事
業
委
託
料
（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
）

支
え
合
う
地
域
福
祉
の
推
進

　

地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
作
成（
社

会
福
祉
協
議
会
と
共
同
推
進
）、
地
域

包
括
ケ
ア
事
業
の
推
進

障
が
い
者
の
自
立
支
援

　

補
助
犬
飼
育
管
理
扶
助
費
、
障
が

い
者
自
立
支
援
給
付
費

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
小
学
校
区
単

位
の
地
域
づ
く
り
の
推
進

　

地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
、
地
域

づ
く
り
活
動
等
推
進
交
付
金
、
地
域

づ
く
り
支
援
員
報
酬

第
２
次
東
御
市
総
合
計
画
策
定
委
員

の
計
画
実
現
に
向
け
た
参
加

　

総
合
計
画
推
進
市
民
会
議
費

～人と自然が織りなす

基
本
目
標 

５

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
生
む
ま
ち

基
本
目
標 

４

共
に
支
え
あ
い
、
み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

基
本
目
標 

６

市
民
と
共
に
歩
む
参
画
と
協
働
の
ま
ち

　実施計画とは、市の将来ビ
ジョンを総合的に示す「第２次
東御市総合計画」に定めた施
策を実施するため、具体的な事
業を明らかにした３カ年ローリ
ング方式の短期的計画です。
　平成26年度実施計画（平成
26年度から28年度）は市公式
ホームページでご覧になれます。

●問い合わせ先
　企画財政課　企画政策係
　☎64−5893

★市公式ホームページ
http://www.city.tomi.
nagano.jp/

実施計画って何？

平 成 2 6 年 度

教
育
対
応
講
師
、
標
準
学
力
調
査
委
託
料
）、
地
域
で
子
ど
も
を
育
む

事
業
費

人
材
育
成
、
地
域
づ
く
り
塾
、
若
者
の
参
加
の
た
め
の
施
策
の
推
進

　

い
き
い
き
生
涯
学
習
塾
、
地
区
い
き
い
き
講
座
、
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
事
業

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
構
想
の
推
進

　

湯
の
丸
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
誘
致
関
連
業
務
委
託
料
、
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
維
持
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
施
補
助
金

ど
う
普
及
推
進
活
動
補
助
金
、
荒
廃
地

復
旧
対
策
事
業
補
助
金
、
県
営
事
業
御

堂
地
区
概
要
書
等
作
成
業
務
負
担
金
、

御
堂
地
区
荒
廃
農
地
復
旧
事
業
推
進
費

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

　

海
野
宿
駐
車
場
整
備
事
業
（
工
事
監

理
委
託
料
、
工
事
費
、
用
地
購
入
費
）
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一
般
会
計
は
１
４
８
億
９
５
０
０
万
円

平
成
26
年
度
当
初
予
算

　

主
な
歳
入
は
、
金
額
の
大

き
い
も
の
か
ら
順
に
地
方
交

付
税
が
42
億
円
、
市
税
が

38
億
5
9
8
9
万
円
、
国
庫
支
出

金
が
16
億
6
5
8
5
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る

と
市
税
は
微
増
、
地
方
交
付
税
は

同
程
度
の
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
野
地
区
・
県
地
区
整

備
事
業
や
小
中
学
校
の
非
構
造
部

材
耐
震
補
強
整
備
事
業
な
ど
の
建

設
事
業
に
つ
い
て
は
、
主
に
市
債

（
借
金
）
を
財
源
と
し
て
実
施
し

ま
す
。
市
債
の
う
ち
、
公
共
事
業

等
債
7
億
7
2
0
万
円
、
全
国
防

災
事
業
債
1
億
7
1
3
0
万
円
を

見
込
み
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
公

共
施
設
整
備
の
た
め
、
基
金
か
ら

4
億
2
0
0
0
万
円
の
繰
り
入
れ

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

あ
げ
る
よ
う
行
財
政
の
簡
素
・
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、

事
務
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
実
施
し
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
歳
入
に
つ
い
て
は
景
気
が
穏
や
か
に
回
復
し
つ

つ
あ
る
中
で
、
市
税
及
び
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
慎
重
に
確
実
な
見
込

額
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
経
常
的
一
般
財
源
の
枠
配
分
と
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
に
よ
り
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。
投
資
的
経
費

に
つ
い
て
は
懸
案
事
業
や
重
点
施
策
、
主
要
事
業
を
精
査
し
予
算
配
分

し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
一
般
会
計
が
1
4
8
億
9
5
0
0
万
円
（
対
前
年
度
比

2
・
8
％
増
）、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
等
特
別
会
計
の
合
計
額
が

64
億
9
1
0
8
万
円
（
同
1
・
8
%
減
）、
公
営
企
業
会
計
（
収
益
的

支
出
と
資
本
的
支
出
の
合
計
）
の
水
道
事
業
会
計
で
11
億
8
1
7
0
万

円
（
同
14
・
1
％
減
）、
下
水
道
事
業
会
計
で
26
億
2
1
6
9
万
円
（
同

18
・
7
％
増
）、病
院
事
業
会
計
で
26
億
9
1
2
1
万
円
（
同
13
・
9
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
の
平
成

22
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
推
移
は

下
図
の
と
お
り
で
す
。

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
は
平
成

22
年
度
に
比
べ
15
・
1
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
は
平
成
22
年
度
に
比
べ

12
・
5
％
増
、
介
護
保
険
特
別

会
計
は
平
成
22
年
度
に
比
べ
20
・

6
％
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
は
平
成
23

年
度
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

※
各
図
表
の
金
額
と
構
成
比
は
、

表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し

て
い
る
た
め
、
合
計
と
一
致
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

歳  
入

予　算
の

概　要

当　初
予算額
の推移

160.0

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0

会計別当初予算額の推移 （単位：億円）

平成22年度

129.4

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

29.6 30.4 31.9 33.7 33.3

2.8 2.50.0 （廃止） 2.6 2.6 2.9
23.8 25.0 25.7 27.2 28.7

141.8 145.5 144.9 148.9

一般会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

自主
財源
40.5％

依存
財源
59.5％

25.9％

7.6％

3.1％
2.9％
1.0％28.2％

16.2％

10.9％
3.1％
1.1％

市税
（固定資産税や市民税、
都市計画税など）
38億5,989万円

繰入金
（各基金から取崩して
一般会計に繰り入れるお金）
11億2,846万円

地方交付税
（各市町村が標準的な
行政サービスを提供できるよう、
一定の基準により国が交付する税）
42億円

交付金
（地方消費税交付金や
地方特例交付金など）
4億5,560万円

地方譲与税 
（国から地方に譲与される税金）
1億5,800万円

国県支出金
（国や県からの補助金など）
24億1,254万円

市債
（市の借入金）
16億1,880万円

分担金及び負担金
使用料及び手数料
（市営住宅使用料や施設
入所者の負担金など）
4億3,912万円

財産収入・繰越金等
（土地貸付収入やふるさと寄付金など）
1億6,032万円

諸収入
（貸付金元利収入など）
4億6,227万円
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目
的
別
の
歳
出
は
、
金
額
の
大

き
い
も
の
か
ら
順
に
民
生
費
が

41
億
1
9
8
2
万
円
、
土
木
費
が

27
億
8
9
5
7
万
円
、
公
債
費
が

17
億
5
2
8
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
民
生
費
に
は
児
童
手
当
費

5
億
4
0
6
0
万
円
を
、
土
木
費

に
は
海
野
地
区
・
県
地
区
整
備
事

業
費
10
億
2
8
9
2
万
円
を
、
公

債
費
に
は
市
債
償
還
元
金
（
経
常

分
）
14
億
6
1
0
1
万
円
を
予
算

化
し
ま
し
た
。
以
下
総
務
費
、
教

育
費
、
衛
生
費
、
商
工
費
、
農
林

水
産
業
費
、
消
防
費
、
議
会
費
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業

と
し
て
は
、
北
御
牧
小
学
校
配
膳

室
増
築
事
業
な
ど
4
事
業
を
計
画

し
ま
し
た
。

歳  

出

27.7％

18.7％

11.5％

11.2％

10.1％

7.8％

4.8％

3.5％

3.4％

1.0％
0.3％

民生費
（社会福祉などに）
41億1,982万円

その他
（災害復旧費、予備費）
4,410万円

土木費
（道路や河川などの整備に）
27億8,957万円

公債費
（市債の償還金などに）
17億528万円

議会費
（議会の運営などに）
 1億4,986万円

総務費
（市民生活や市の管理などに）
16億7,135万円

教育費
（学校整備や社会教育などに）
15億311万円

衛生費
（保健医療や生活環境などに）
11億6,192万円

商工費
（商工業振興のための支援や観光振興などに）
7億1,401万円

農林水産業費
（農林業の振興を図るための支援などに）
 5億2,296万円

消防費
（消防・防災対策などに）
 5億1,302万円

一般会計及び特別会計　	 （単位：万円、△マイナス）

会 計 名 称 平成26年度
予算額（Ａ）

平成25年度
予算額（Ｂ）

増　　　減
差引（Ａ）−（Ｂ） 率（％）

一 般 会 計 1,489,500 1,448,500 41,000 2.8

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 332,830 337,300 △4,470 △1.3

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 29,404 25,930 3,474 13.4

介 護 保 険 特 別 会 計 286,750 271,800 14,950 5.5

地域改善地区住宅改修資金等
貸 付 事 業 特 別 会 計 124 225 △101 △44.9

工 業 地 域 開 発 事 業
特 別 会 計 0 25,966 △25,966 皆減

総　　額 2,138,608 2,109,721 28,887 1.4 

公営企業会計　	 （単位：万円、△マイナス）

会 計 名 称 平成26年度
予算額（Ａ）

平成25年度
予算額（Ｂ）

増　　　減
差引（Ａ）−（Ｂ） 率（％）

水道事業
会 計

収益的支出 74,307 66,979 7,328 10.9

資本的支出 43,863 70,653 △26,790 △37.9

計 118,170 137,632 △19,462 △14.1

下 水 道
事業会計

収益的支出 156,238 122,322 33,916 27.7

資本的支出 105,931 98,547 7,384 7.5

計 262,169 220,869 41,300 18.7

病院事業
会 計

収益的支出 239,541 210,906 28,635 13.6

資本的支出 29,579 25,292 4,287 17.0

計 269,120 236,198 32,922 13.9

平成26年度会計別総括表
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区　　　　分
平成26年度 平成25年度 増　　　減

予算額（Ａ） 構成比 予算額（B） 構成比 差引（Ａ）−（Ｂ） 率（％）

市 税 385,989 25.9 378,962 26.2 7,027 1.9

地 方 譲 与 税 15,800 1.1 15,600 1.1 200 1.3

利 子 割 交 付 金 500 0.0 500 0.0 0 0.0

配 当 割 交 付 金 700 0.1 300 0.0 400 133.3

株式等譲渡所得割交付金 10 0.0 100 0.0 △90 △90.0

地 方 消 費 税 交 付 金 40,000 2.7 30,000 2.1 10,000 33.3

ゴルフ場 利用税 交 付 金 900 0.1 1,000 0.1 △100 △10.0

自 動 車 取 得 税 交 付 金 2,000 0.1 3,100 0.2 △1,100 △35.5

地 方 特 例 交 付 金 1,000 0.1 1,300 0.1 △300 △23.1

地 方 交 付 税 420,000 28.2 420,000 29.0 0 0.0

交通安全対策特別交付金 450 0.0 480 0.0 △30 △6.3

分 担 金 及 び 負 担 金 26,846 1.8 26,554 1.8 292 1.1

使 用 料 及 び 手 数 料 17,066 1.1 21,412 1.5 △4,346 △20.3

国 庫 支 出 金 166,585 11.2 150,422 10.4 16,163 10.7

県 支 出 金 74,669 5.0 81,925 5.7 △7,256 △8.9

財 産 収 入 10,853 0.7 3,951 0.3 6,902 174.7

寄 付 金 171 0.0 1 0.0 170 17,000.0

繰 入 金 112,846 7.6 86,270 5.9 26,576 30.8

繰 越 金 5,008 0.3 5,008 0.3 0 0.0

諸 収 入 46,227 3.1 46,045 3.2 182 0.4

市 債 161,880 10.9 175,570 12.1 △13,690 △7.8

合　　　　計 1,489,500 100.0 1,448,500 100.0 41,000 2.8

区　　　　分
平成26年度 平成25年度 増　　　減

予算額（Ａ） 構成比 予算額（B） 構成比 差引（Ａ）−（Ｂ） 率（％）

議 会 費 14,986 1.0 15,214 1.1 △228 △1.5

総 務 費 167,135 11.2 267,163 18.5 △100,028 △37.4

民 生 費 411,982 27.7 432,009 29.8 △20,027 △4.6

衛 生 費 116,192 7.8 107,687 7.4 8,505 7.9

農 林 水 産 業 費 52,296 3.5 47,138 3.3 5,158 10.9

商 工 費 71,401 4.8 77,398 5.3 △5,997 △7.7

土 木 費 278,957 18.7 196,770 13.6 82,187 41.8

消 防 費 51,302 3.4 49,854 3.4 1,448 2.9

教 育 費 150,311 10.1 109,865 7.6 40,446 36.8

公 債 費 170,528 11.5 140,992 9.7 29,536 20.9

災 害 復 旧 費 410 0.0 410 0.0 0 0.0

予 備 費 4,000 0.3 4,000 0.3 0 0.0

合　　　　計 1,489,500 100.0 1,448,500 100.0 41,000 2.8

一般会計の内訳

歳　　入

歳　　出

（単位：万円、△マイナス）

（単位：万円、△マイナス）
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（
※
印
は
新
規
事
業
）

一般会計予算を市民一人あたりに換算し、家計簿に表してみました

●議会費
	 議員報酬、手当等（19名分）...... 1億1,948万円

●総務費
	 地球温暖化対策推進費......................3,113万円
	 舞台が丘公共施設整備事業費（場内整備工事

等）.............................................................2,656万円
※長野県知事選挙費................................1,680万円

●民生費
	 児童手当費..................................... 5億4,060万円
	 保育所運営事業費（市立）.......... 3億4,085万円
※臨時福祉給付金費................................7,350万円
※子育て世帯臨時特例給付金費
	 ....................................................................4,200万円

●衛生費
	 上田地域広域連合負担金（クリーンセンター

分）..................................................... 3億0,877万円
	 ごみ分別収集費............................ 1億0,773万円
	 予防接種事業費....................................7,982万円

●農林水産業費
	 中山間地域等直接支払制度費
	 ............................................................ 1億0,201万円
	 松くい虫防除対策事業費...................4,189万円

●問い合わせ先　企画財政課　財政係　☎64 －5901

収　入 支　出金　額 金　額
給料
市税 13万円

副収入
使用料や負担金など

父母等からの援助
国や県から交付されるお金

貯金の取崩し
繰入金（特別会計や基金から受け
入れるお金）

銀行などからの借入れ
市債（市が長期間借り入れるお金）

3万円

23万円

4万円

5万円

48万円合　　計

食費
人件費

光熱水費、日用品購入などの生活費
物件費、補助費（旅費、消耗品費、燃料費、
　　　  委託料、補助金などにかかるお金）

医療介護費
扶助費（高齢者や障がい者、子どもの
　　　　　　　福祉などにかかるお金）

自宅の増改築、補修費
普通建設事業費、維持補修費（道路や学
校など施設の新増設や補修にかかるお金）

子どもへの仕送り、貯金等
繰出金、積立金など（一般会計から他会計
へ支出するお金や基金に積み立てるお金）

借金の返済
公債費（市債の元金及び利子の支払いにかかるお金）

合　　計

7万円

17万円

6万円

7万円

5万円

6万円

48万円

割 合

25.9％

7.0％

48.6％

7.6％

10.9％

100％

割 合

13.6％

35.6％

12.4％

15.1％

11.4％

11.9％

100％

　平成 26 年度の一般会計歳入歳出予算額（148 億 9,500 万円）を基準に各科目を一般家庭の項目に置き換え
たものです（市民 1 人あたりの金額は、平成 26 年 3 月1日現在の人口 31,079 人で算出しました）。
　市の予算には様々な種類の歳入や歳出があり、一般的な家計簿とは内容が異なります。例えば「人件費」は、
経常的な必要経費として「食費」に置き換えました。目安としてご覧ください。

一
般
会
計
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

	 新規就農総合支援事業費..................2,251万円

●商工費
	 中小企業振興資金等預託金..... 2億5,000万円
	 海野宿観光対策事業費.............. 1億0,946万円
	 温泉施設指定管理委託料..................8,000万円

●土木費
	 海野地区・県地区整備事業費（海野バイパス、

県・東深井線等）......................... 10億2,892万円
※公営住宅建設事業（日向が丘団）
	 ............................................................ 1億1,244万円
	 小規模土木事業費................................5,500万円

●消防費
	 上田地域広域連合負担金（常備消防分） 
	 ............................................................ 3億8,559万円

●教育費
	 小中学校修繕事業費（非構造部材耐震補強工

事等）................................................. 2億9,933万円
	 体育施設及び中央公園指定管理委託料
	 ............................................................ 1億2,044万円
	 文化会館指定管理委託料..................6,969万円
	 給食センター建替事業費（北御牧小学校配膳

室増築工事等）......................................4,826万円
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市
で
は
、
民
間
企
業
会
計
の
「
発
生
主

義
」、「
複
式
簿
記
」
等
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
財
務
書
類
を
作
成
し
、
い
ま
ま
で

分
か
り
に
く
か
っ
た
財
産
及
び
借
金
の
状

況
や
ソ
フ
ト
事
業
に
使
っ
た
費
用
な
ど
を

公
表
す
る
取
り
組
み
を
平
成
20
年
度
決
算

か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
務
書
類
に
は
、「
貸
借
対
照
表

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）」
や
「
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
」、「
純
資
産
変
動
計
算
書
」、「
資

金
収
支
計
算
書
」
の
4
種
類
が
あ
り
、
資

産
（
道
路
や
公
共
施
設
等
の
財
産
）
や
負

債
（
資
産
を
形
成
す
る
た
め
の
借
金
）
の

状
況
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、「
貸
借
対
照
表
」
と
「
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

な
お
、
財
務
書
類
の
作
成
範
囲
は
、
市

の
各
種
会
計
に
加
え
、
土
地
開
発
公
社
な

ど
関
係
団
体
を
含
め
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
の
金
額
は
、
平
成
25
年

3
月
31
日
現
在
人
口
の
3
万
1
2
3
9
人

で
計
算
し
て
い
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
資
産
と
そ
の
資
産
に

対
す
る
負
債
、
及
び
負
担
済
み
の
純
資
産

の
3
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
上
記
の
表

を
市
民
1
人
当
た
り
に
す
る
と
、
右
表
の

と
お
り
1
人
当
た
り
3
7
1
万
円
の
財
産

が
あ
り
、
そ
れ
を
調
達
す
る
に
あ
た
り
、

1
3
8
万
円
が
借
金
と
な
り
ま
す
。
ま
た

こ
れ
ま
で
の
世
代
が
残
し
て
い
る
純
資
産

も
2
3
3
万
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
と
比
較
し
、
投
資
等
が

23
億
7
1
0
0
万
円
増
加
し
、
流
動
資
産

が
34
億
4
0
0
万
円
減
少
し
た
主
な
要
因

は
、
土
地
開
発
公
社
の
新
経
理
基
準
移
行

に
伴
う
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
東
部
流
通

団
地
の
経
理
区
分
変
更
等
に
よ
る
も
の

と
販
売
用
不
動
産
が
前
年
度
と
比
較
し

5
億
5
0
0
0
万
円
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

◆
貸
借
対
照
表

貸借対照表（バランスシート）
◆資産の部
これまで積み上げてきた財産

１．公共資産
　（道路や施設など）

２．投資等
　（出資金や貸付金、
　　基金など）

３．流動資産
　（現金、預金など）

４．繰延勘定

◆負債の部
これからの世代が負担する金額（借金）

１．固定負債
　（地方債、
　　引当金など）

２．流動負債
　（翌年度返済地方債、
　　短期借入金など）

負債の部　計 （A）

980億8,100万円
（5億100万円）

108億3,600万円
（23億7,100万円）

68億7,200万円
（△34億400万円）

1億2,600万円
（△1,100万円）

360億6,100万円
（8億800万円）

70億8,200万円
（△3億9,600万円）

431億4,300万円
（4億1,200万円）

◆純資産の部
国・県の補助金や現在までの世代が
負担した金額

純資産の部　計 （B）

負債及び純資産合計
　　　（A）＋（B）

727億7,200万円
（△9億5,500万円）

1,159億1,500万円
（△5億4,300万円）

資産合計 1,159億1,500万円
（△5億4,300万円）

※単位百万円を基本とし、端数の関係で合計が相違する場合があります。

※カッコ内は前年度比。△はマイナス。

新
し
い
公
会
計
制
度
に
よ
る

　
　
　
分
析
指
標
を
公
表
し
ま
す

平
成
24
年
度
決
算

市民1人当たりの…

（△マイナス）

資産（財産）
371万円

（前年比△₇万円）

負債（借金）
138万円

（前年比△₁万円）

純資産
233万円

（前年比△₆万円）
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
資
産
形
成
に

結
び
付
か
な
い
、
行
政
等
の
運
営
費
用
を

分
析
す
る
た
め
の
財
務
書
類
で
す
。
最
も

大
き
い
コ
ス
ト
は
、
社
会
保
障
給
付
や
各

種
団
体
へ
の
補
助
金
と
い
っ
た
移
転
支
出

的
な
コ
ス
ト
で
、
近
年
ま
す
ま
す
そ
の
割

合
を
高
め
て
い
ま
す
。
次
に
大
き
い
の
は

物
に
か
か
る
コ
ス
ト
で
、
こ
こ
に
は
減
価

◆
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

償
却
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

道
路
や
施
設
等
の
耐
用
年
数
に
よ
り
、
資

産
価
値
が
目
減
り
し
た
分
を
コ
ス
ト
と
し

て
と
ら
え
た
も
の
で
す
。

○
将
来
世
代
負
担
比
率
（
地
方
債
残
高
÷

公
共
資
産
）

36
・
4
％
（
前
年
度
比
0
・
4
％
増
）

　

道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
は
将
来

世
代
の
方
も
利
用
す
る
施
設
で
す
の
で
、

建
設
の
一
部
費
用
を
ご
負
担
い
た
だ
く
割

合
を
示
し
て
い
ま
す
。
東
御
市
の
比
率
は
、

36
・
4
％
で
平
均
的
な
値
と
な
っ
て
い
ま

す
（
平
均
値
15
～
40
％
※
）。

　

今
後
も
、
将
来
世
代
の
負
担
が
過
大
に

な
ら
な
い
よ
う
公
共
施
設
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。　

○
歳
入
額
対
資
産
比
率
（
資
産
合
計
÷
歳

入
総
額
）

4
・
1
ポ
イ
ン
ト
（
前
年
度
比
0
・
1
減
）

　

歳
入
総
額
に
対
す
る
資
産
の
比
率
を
表

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
形
成
さ
れ
た
資

産
は
何
年
分
の
歳
入
に
あ
た
る
か
を
示
し

て
い
ま
す
。
東
御
市
は
4
・
1
年
分
の
歳

入
に
相
当
す
る
資
産
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
前
年
度
よ
り
0
・

1
ポ
イ
ン
ト
微
減
し
て
い
ま
す
が
、
概
ね

平
均
的
な
水
準
（
3
・
0
〜
7
・
0
※
）
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

○
行
政
コ
ス
ト
対
公
共
資
産
比
率
（
経
常

行
政
コ
ス
ト
÷
公
共
資
産
）

25
・
8
%
（
前
年
度
比
0
・
9
％
増
）

　

ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
行
政
コ
ス
ト
と

ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
公
共
資
産
の
割
合
を

み
る
こ
と
で
、
財
源
配
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

分
か
り
ま
す
。
道
路
や
施
設
な
ど
の
ハ
ー

ド
事
業
も
市
民
生
活
に
は
重
要
で
す
が
、

一
方
で
社
会
福
祉
給
付
や
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
事
業
も
大
切
で

す
。
国
等
の
補
助
金
を
活
用
し
た
公
共
施

設
整
備
事
業
を
実
施
し
た
た
め
、
ハ
ー
ド

事
業
の
割
合
が
わ
ず
か
に
高
ま
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

※
指
標
及
び
平
均
値
は
、「
新
地
方
公
会

計
制
度
の
徹
底
解
説
」（
監
査
法
人
ト
ー

マ
ツ
編
著
）
か
ら
抜
粋

　

東
御
市
の
負
債
（
借
金
）
は
、
貸
借
対

照
表
の
と
お
り
4
3
1
億
4
3
0
0
万

円
で
す
。
し
か
し
、
今
後
借
金
の
返
済

に
対
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
額
な
ど
が
2
0
4
億
9
8
0
0
万

円
あ
り
ま
す
の
で
、
実
質
的
な
借
金
は

2
2
6
億
4
5
0
0
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
1
人
当
た
り
で
は
約
72
万

円
（
前
年
比
4
万
円
減
）
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
財
産
も
市
民
1
人
当
た
り
で
は

約
3
7
1
万
円
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来
世

代
へ
過
大
な
借
金
を
残
し
て
い
る
状
況
で

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

財
政
係
窓
口
に
は
、
詳
細
が
分
か
る
説

明
用
の
冊
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
分
析
指
標

★
実
質
的
な
負
債

　
　
　

（
借
金
）の
状
況

●
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
財
政
課
　
財
政
係

　
☎
64

－

５
９
０
１

行政コスト計算書

B経常収益（行政サービス等の利用による使用料、手数料など）
 101億4,400万円（△1億3,800万円）
C純経常行政コスト（A経常行政コスト － B経常収益）
 151億1,700万円（10億8,200万円）

252億6,100万円
（9億4,400万円）

A
経常行政コスト

①人にかかるコスト
　（職員の給与など）
　46億7,900万円
　（1億1,100万円）

④その他のコスト
　（借入利息等）
　24億1,100万円
　（4億8,400万円）

②物にかかるコスト
　（物品や修繕、光熱費、
　　　　減価償却費等）
　74億4,800万円
　（△5,300万円）

③移転支出的なコスト
　（社会保障給付や
　　一部事務組合繰出金等）
　107億2,300万円
　（4億200万円）

※カッコ内は前年度比。△はマイナス。

42.5％ 29.5％

18.5％
9.5％
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基準額33万円＋24.5万円×（被保険者数－世帯主）以下 基準額33万円＋35万円×被保険者数　以下

基準額33万円＋24.5万円×被保険者数　以下 基準額33万円＋45万円×被保険者数　以下

国民健康保険税の賦課限度額、
軽減措置が改正されました

平成26年度
課税分から適用

　所得に応じた国保税の納付となるように賦課限度額
が引き上げられました（右表）。

　世帯の前年の所得が決められた所得基準を下回っている場合は、所得に応じて国保税の均等割額（１人当たり）と
平等割額（１世帯当たり）の 7 割・5 割・2 割が軽減されています。
　今回の改正により、5 割軽減と 2 割軽減の基準となる所得額が引き上げられ、国保税軽減の対象者が拡大されました。

◦改正前は 2 人世帯以上が軽減の対象でしたが、改正後は単
身世帯も対象となりました。

◦軽減対象となる基準額が引き上げられました。

◆国保税の賦課限度額が
　引き上げられます

◆低所得者への国民健康保険税の軽減措置が拡充されます

【５ 割軽減の拡大】 【2割軽減の拡大】

　社会保障と税の一体改革に伴い、国民健康保険税（以下「国保税」）の賦課限度額及び軽減措置が見直され、
平成26年度課税分から次のとおり改正となりました。

　70歳から74歳までの医療費の自己負担割合は、市報とうみ3月号（No.119）でお知らせしたとおり改正されました。

「平成26年度国保税納税通知書」については、₆月中旬に世帯主様へ送付いたします。

国保税の賦課限度額

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

改 正 前 51万 円 14 万 円 1 2 万 円

改 正 後 51万 円 1 6 万円 14 万円

●問い合わせ先　市民課　国保年金係　☎62－1111（代表）

改正前 改正前

改正後 改正後

国
保
税
額

所　得

国保税軽減対象者を拡大

国保税水準の抑制

低所得者保険料軽減の拡大

中間所得層の加入者の負担に配慮
賦課限度額の引き上げ

7割軽減
5割軽減

2割軽減
応益分
（1人当たり、1世帯当たりに係る部分）

応能分
（所得や資産に応じた部分）

国保税額軽減の概要
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●問い合わせ先　長野県後期高齢者医療広域連合　☎ 026 － 229 －5320
　　　　　　　　市民課　国保年金係　☎ ６２－１  111（代表）

　平成 26・27 年度の後期高齢者医療制度の保険料率が、平成 26 年 4 月 1 日から下表のとおり改正になりました。
　後期高齢者医療保険料率は２年ごとに見直されるもので、平成 24・25 年度の医療費の推移から今後の保険給
付費の増加が見込まれるため、後期高齢者医療制度の財政を安定的に運営するために改正されました。皆さまの
ご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、個々の保険料額等につきましては、平成 26 年 7 月中旬以降に納税通知書を発送する予定です。

　保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です

　所得が少ない方の保険料の軽減は継続されます
【所得に応じた軽減】
　均等割軽減 ➡ 	世帯の所得に応じて、9 割、8.5 割、5 割、2 割を軽減します。
　所得割軽減 ➡	 住民税非課税などの所得の少ない方（年金収入で 153 万円以上 211 万円まで）は、5 割を軽減
		 します。

【会社などの健康保険の被扶養者であった方の軽減】
　均等割の保険料は９割軽減され、所得割はかかりません。

保険料ひとくちメモ

保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。詳しくは下記までお問い合わせください。

後期高齢者医療保険料が
　　　　　　　変わります

均等割額
40,347円

所得割額
（前年中の総所得金額等－33万円）×8.10％

1人当たりの保険料額
（限度額57万円）＋ ＝

改　正　後 改　正　前

均 等 割 額 40,347 円 38,239 円

所 得 割 額 8.10％ 7.29％

限 度 額 570,000 円 550,000 円

市報とうみ（2014年 4月）19



全市的な

生ごみリサイクルシステムの構築へ

ごみの資源化・減量化を進めるために④

　

当
市
の
可
燃
ご
み
減
量
化
目
標
は
、
図

1
に
示
す
と
お
り
、
平
成
27
年
度
を
目
標

年
度
に
東
部
地
区
で
は
20
年
度
対
比
で
マ

イ
ナ
ス
11
・
5
％
、
約
５
０
０
ｔ
の
削
減
、

北
御
牧
地
区
で
は
同
マ
イ
ナ
ス
7
・
8
％
、

約
50
ｔ
の
削
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
田
地
域
広
域
連
合
の
ご
み
処
理
広
域

化
計
画
で
は
、
管
内
に
3
つ
あ
る
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
資
源
循
環
型
施

設
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
構
成
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
取
り

組
む
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
市
に
お
い
て
も
同
計
画

及
び
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
定

め
ら
れ
た
可
燃
ご
み
減
量
化
目
標
値
の
達

成
に
向
け
た
施
策
の
実
施
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◆
東
御
市
の
可
燃
ご
み
量
と

減
量
化
目
標

　

し
か
し
、
当
市
の
年
間
の
可
燃
ご
み
処

理
量
は
16
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の
9
年

間
、
ほ
ぼ
一
定
量
で
推
移
し
て
お
り
、
現

行
の
可
燃
ご
み
の
収
集
・
処
理
方
法
で
は
、

目
標
達
成
は
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
ご
み
の
分
別
に
よ

る
種
別
ご
と
の
適
正
処
理
と
資
源
化
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
可
燃
ご
み
の
減
量

化
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
新
た
な
施

策
の
展
開
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
可
燃
ご
み
の

（図3）生ごみリサイクルシステムのイメージ

（図1）東御市の可燃ごみ減量化目標値

（図2）市内の可燃ごみ量の推移

住 民 生ごみの堆肥化

堆肥の利活用

目指すは
全市的な生ごみ
リサイクルシステム

生ごみ分別収集・運搬

※市の一般廃棄物処理基本計画については、
　平成27年度に見直しを行う予定です。

（目標年度）

20年度

27年度

東部地区 北御牧地区

4,346t 675t

3,846t 622t
－11.5％ －7.8％

◆
可
燃
ご
み
減
量
化
の
実
現
に

　

向
け
て
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

　

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
ま
す

約
30
％
を
占
め
る
生
ご
み
で
す
。
市
報
と

う
み
1
月
号
（
No.
１
１
７
）
と
3
月
号

（
No.
１
１
９
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
木
曽
広

域
連
合
と
長
和
町
で
行
わ
れ
て
い
る
生
ご

み
堆
肥
化
の
先
進
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
両
事
例
と
も
に
可
燃
ご
み
の
減
量
化

に
十
分
な
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
同
様
の
全
市
的
な

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
建
設

の
ほ
か
、
生
ご
み
の
分
別
収
集
と
運
搬
、

堆
肥
の
利
活
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

なるほど The ごみ (gomi) No.113

6，000

5，000

4，000

3，000

2，000

1，000

0

（単位：ｔ）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

東部地区

北御牧地区

合計

*0.0075

※合併後9年間は、ほぼ一定数量で推移している。
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建
設
予
定
地
は
、
市
有
地
の
有
効
利
用

の
観
点
か
ら
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・

東
御
市
不
燃
施
設
敷
地
内
を
選
定
し
ま
し

た
。

◆
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
は
、

　

29
年
度
の
稼
働
を
目
指
し
ま
す

　

市
で
は
、「
消
費
生
活
専
門
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
消
費
生
活
に
関
す
る

お
悩
み
や
困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
窓
口
へ
直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
電
話
に
て
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
専
門
の
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
…
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
訪
問
販
売
業
者
が
来
た
が
必
要
な
い
の
で
断
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
何
度
も
来

て
困
る
。

●
強
引
に
契
約
を
迫
ら
れ
、
現
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

●
「
支
払
わ
な
い
と
訴
訟
を
起
こ
す
」
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
自
宅
に
届
い
た
。

●
突
然
、「
商
品
の
注
文
が
あ
っ
た
の
で
発
送
す
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
注
文
し

た
覚
え
が
な
い
こ
と
を
伝
え
た
が
、
商
品
が
自
宅
に
送
ら
れ
て
き
た
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

消
費
生
活
専
門
相
談
窓
口

　

平
成
29
年
度
の
施
設
稼
働
を
目
指
し
、

施
設
建
設
基
本
フ
ロ
ー
（
図
4
）
の
と
お

り
事
業
を
進
め
る
計
画
で
す
。

　

26
年
度
は
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

建
設
を
具
体
化
す
る
た
め
、
処
理
規
模
の

検
証
等
を
含
む
基
本
方
針
と
、
建
物
、
堆

肥
生
産
シ
ス
テ
ム
等
の
立
案
を
行
う
た
め
、

基
本
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

施
設
に
つ
い
て
は
、
当
市
に
お
け
る
資

源
循
環
の
拠
点
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に

頼
ら
れ
、
愛
さ
れ
る
も
の
に
な
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み

の
分
別
収
集
と
運
搬
、
堆
肥
の
利
活
用
ま

で
を
一
体
化
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
も
の
を

目
指
し
て
各
関
係
機
関
等
と
協
議
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
生
ご
み
処
理

機
器
設
置
補
助
金
制
度
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

活
用
し
た
生
ご
み
堆
肥
化
の
推
進
、
ご
み

減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
養
成
等
に
つ
い
て

も
必
要
な
見

直
し
を
行
い
、

可
燃
ご
み
の

減
量
化
を
推

進
し
て
い
き

ま
す
。

◆
今
後
の
取
り
組
み

●
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係

　
☎
63

－

６
８
１
４

（図4）	 生ごみリサイクル施設
	 建設基本フロー

25年度	 施設用地選定

26年度	 施設基本設計（計画）

27年度	 事業者選定（実施設計）

28年度	 施設建設工事

29年度	 施設稼働（試験稼働）

◆
相
談
日

　
毎
週
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

◆
時　

間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
／
午
後
1
時
か
ら
午
後
5
時

◆
相
談
窓
口

　
市
役
所
本
館
１
階
（
西
側
　
生
活
環
境
係
隣
）

　
☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

　
　
（
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
64

－

５
８
９
６
（
市
民
課
　
生
活
環
境
係
）

◆
内　

容

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

▲建設予定地の東御市不燃施設敷地
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会の活動が始まります
　

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
市
内
の
各
区
・
地
区
で
は
子

ど
も
会
・
育
成
会
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
・
育
成
会
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
家
庭
で
は
で
き
な
い

体
験
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
伝
統
行
事
の
ほ
か
、
魚
つ
か
み
、
史
跡
め

ぐ
り
な
ど
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
活
動
、
調
理
や
工
作
な
ど
の
創
作

活
動
、
球
技
大
会
、
ミ
ニ
運
動
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
さ
ら
に
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
様
々
な
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

活
動
の
中
で
、
異
年
齢
・
異
世
代
の
多
く
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
は

心
を
豊
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、
活
動
を
通
し
て
、
頑
張
っ
た
り
、
力
を

出
し
切
っ
た
り
、
思
い
っ
き
り
楽
し
む
こ
と
は
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
年
9
月
に
「
わ
い
わ
い
遊
ぼ
う

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
年
生
か

ら
6
年
生
ま
で
の
縦
割
グ
ル
ー
プ
で
、

力
を
合
わ
せ
、
各
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー

を
回
り
ま
す
。

　

6
月
に
は
「
相
撲
大
会
」、
7
月

に
は「
魚
つ
か
み
大
会
」も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
本
年
度
も

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

祢
津
地
区
の
2
大
行
事
は
6
月
の

「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
と
10
月
の
「
ミ

ニ
駅
伝
大
会
」で
す
。昨
年
の
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
で
は
、
西
宮
区
の
「
回

り
舞
台
」、「
カ
ヤ
ノ
キ
」、「
御
姫

尊
」
等
を
回
り
ま
し
た
。
写
真
の
よ

う
に
地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
、
地

域
の
自
然
や
歴
史
を
学
び
ま
す
。
毎

年
、
回
る
地
域
を
変
え
て
、
縦
割
り

の
チ
ー
ム
で
協
力
し
合
い
楽
し
み
な

が
ら
巡
り
ま
す
。
今
年
も
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

滋
野
地
区
育
成
協
議
会
は
「
し
げ

の
里
づ
く
り
の
会
第
４
部
会
」
と
い

う
強
力
な
組
織
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

こ
れ
ま
で
の
育
成
事
業
を
継
承
し
つ

つ
新
し
い
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
秋
に
行
っ
た
「
通
学
合
宿
」

で
は
、
小
学
5
、
6
年
生
25
名
が
地

域
の
大
人
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
滋

野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
3

泊
4
日
し
学
校
へ
通
う
と
い
う
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。
合
宿
中
に
は
、
星

空
観
察
な
ど
普
段
出
来
な
い
有
意
義

な
活
動
を
し
ま
し
た
。

「
わ
い
わ
い
遊
ぼ
う
会
」

「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

「
通
学
合
宿
」

田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
第
４
部
会

会
長　

柳や
な
ぎ
さ
わ澤　

一か
ず
ま馬

会
長　

別べ
っ
ぷ府　

英ひ
で
の
り宣

部
会
長　

後ご
と
う藤　

富ふ

み

お

美
男

▶
魚
釣
り
ゲ
ー
ム

▶
御
姫
尊
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

▶
通
学
合
宿
で
の
話
し
合
い
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新学期、子ども会・育成

　

4
月
は
進
級
・
進
学
の
時
期
で
す
。
児
童
・

生
徒
は
希
望
い
っ
ぱ
い
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

登
校
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
、
例
年
不
審
者
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
目
が
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
に
合
せ
て
、
散
歩

や
水
や
り
を
し
て
通
学
路
の
安
全
に
気
を

配
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
会
安
全
共
済
会
は
、
子
ど
も
会
・
育
成
会
の
活
動
中
に
生

じ
た
事
故
に
、
通
院
1
日
目
か
ら
見
舞
金
を
支
給
す
る
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
の
制
度
で
す
。
市
で
は
、
会
費
を
全
額
補
助
し
、
加
入
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
加
入
手
続
き
は
、
各
区
の
育
成

会
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

加
入
手
続
き
の
窓
口
は
、
単
位
区
の
育
成
会
長
で
す
。

な
お
、加
入
の
際
に
は
、氏
名
、年
齢
、行
事
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
育
成
会
の
活
動
中
の
ケ
ガ

◦
会
場
ま
で
の
通
常
経
路
往
復
途
中
の
ケ
ガ

◦
事
前
会
議
・
練
習
中
の
ケ
ガ
等

●
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
課
　
青
少
年
教
育
係
　
☎
64

－

５
９
０
６

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
を

　
　
　
　
　

見
守
っ
て
く
だ
さ
い

　

7
月
末
に
「
魚
つ
か
み
大
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

泳
ぎ
の
速
い
魚
た
ち
を
必
死
で
追
い

か
け
、
捕
ま
え
、
焼
い
て
食
べ
ま
し

た
。「
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
た
」

と
子
ど
も
た
ち
が
嬉
し
そ
う
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
少
子
化
が
一
層
進

む
昨
今
、「
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の

宝
」
を
念
頭
に
お
き
、
地
域
と
連
携

し
た
育
成
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

史
跡
め
ぐ
り
や
球
技
大
会
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
。

　

地
域
の
方
々
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
育

成
会
役
員
の
皆
さ
ん
に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
ほ
か
、
和
小
の
先
生
方
や
高

学
年
児
童
の
有
志
の
皆
さ
ん
の
協
力

も
得
て
、「
和
地
区
ふ
れ
あ
い
文
化

祭
」
で
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を
行
い

ま
し
た
。「
折
り
紙
を
使
っ
て
模
様
切

り
」
等
の
8
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

た
と
こ
ろ
、
児
童
た
ち
は
夢
中
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
写
真
は

「
本
物
の
弓
矢
作
り
と
的
当
て
ゲ
ー

ム
」
の
場
面
で
す
。
今
年
度
も
地
域

の
皆
さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
魚
つ
か
み
大
会
」

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会
長　

渡わ
た
な
べ辺　

正ま
さ
き喜

会
長　

山や
ま
ざ
き嵜　

義よ
し
と人

▶
魚
つ
か
み
大
会

▶
弓
矢
作
り

活
動
中
の
事
故
に
備
え
て

「
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
」へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

加
入
手
続
き

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
も
の
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〈平成26年₃月31日付で転任・退職された先生〉

平成26年度 市内小中学校 校長・教頭一覧 （敬称略）

※東部中学校は教頭2人制です。

〈平成26年₄月₁日付で着任された先生〉

滋野小学校	 田
た な か

中　敏
と し こ

子校長　（退職）
祢津小学校	 冨

とみおか

岡　茂
し げ き

樹教頭　（退職）
田中小学校	 山

や ま ね

根　義
よ し お

夫校長
	 （小布施町立栗ガ丘小学校　校長へ）

和小学校	 平
ひらばやし

林　裕
ゆういち

一校長
	 （上田市立第六中学校　校長へ）

東部中学校	 春
か ず が

日　俊
としひろ

宏教頭
	 （上田市立傍陽小学校　教頭へ）

北御牧中学校	 小
こばやし

林真
ま ゆ み

由美教頭
	 （長野市立中条中学校　教頭へ）

田中小学校	 岸田　明彦校長
	 （長野市立城東小学校教頭から）
滋野小学校	 松木　智子校長
	 （高山村立高山中学校教頭から）
和小学校	 長岡　秀幸校長
	 （上田市立東小学校教頭から）
祢津小学校	 増田　清教頭
	 （上田市立本原小学校教頭から）
東部中学校	 宮﨑　英夫教頭
	 （上田市立菅平中学校教頭から）
北御牧中学校	 町田　達彦教頭
	 （上田市立第六中学校教諭から）

市内小中学校の校長・教頭の人事異動紹介

田中小学校 滋野小学校 祢津小学校 和小学校 北御牧小学校 東部中学校 北御牧中学校

校 長 岸
き し だ

田　明
あきひこ

彦 松
ま つ き

木　智
と も こ

子 小
こばやし

林　昭
あきひろ

寛 長
ながおか

岡　秀
ひでゆき

幸 酒
さ か い

井　秀
ひ で と

人 江
え む ら

村　智
ち は る

晴 和
わ だ

田　　敦
あつし

教 頭 吉
よしいけ

池　光
みつのり

則 原
はらさわ

沢　　浩
ひろし

増
ま す だ

田　　清
きよし

勝
か つ み

見　藤
とういち

一 田
た な か

中　和
かずゆき

幸
篠
しのはら

原　謙
け ん じ

治

宮
みやざき

﨑　英
ひ で お

夫
町
ま ち だ

田　達
たつひこ

彦

▲滋野小学校 ▲田中小学校

▲北御牧中学校 ▲東部中学校 ▲北御牧小学校

▲和小学校 ▲祢津小学校

祝 

小
中
学
校
卒
業
式

　

市
内
で
は
3
月
18
日
に
中
学
校
で
、
19
日
に
は
小
学

校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
め
で
た
く

卒
業
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

学
友
や
恩
師
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
慣
れ
親
し

ん
だ
学
び
舎
を
去
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
卒
業
生
は

　

小
学
校
３
２
７
名
、

　

中
学
校
３
２
２
名
で
し
た
。
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前
々
回
（
市
報
と
う
み
2
月
号
）
で
も

触
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
土
地
の
〝
光
る
も

の
〟（
＝
魅
力
）
を
上
手
に
伝
え
る
こ
と
が
、

観
光
に
携
わ
る
者
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

す
。
こ
こ
海
野
宿
で
、
こ
れ
か
ら
観
光
に

携
わ
っ
て
い
く
者
と
し
て
、「
こ
の
地
の

魅
力
と
は
何
か
」
を
常
に
考
え
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
市
や
地
元
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
海
野
宿
の
歴
史
や
出
来

事
な
ど
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
1
0
0
0

年
以
上
の
歴
史
を
紐
解
き
、
頭
は
や
や

オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
気
味
で
す
が
、
日
本
史

の
勉
強
が
大
の
苦
手
だ
っ
た
私
で
も
、
白

鳥
神
社
と
真
田
・
海
野
家
の
つ
な
が
り
や
、

有
限
会
社 

桜
清
水
ビ
レ
ッ
ジ
　
関せ
き

　
仁ま
さ

彦ひ
こ

滞
在
型
交
流
施
設
に
か
け
る
思
い
③

海
野
宿
を
賑に
ぎ

わ
い
の
あ
る
観
光
地
に

海
野
宿
の
魅
力

源
頼
朝
・
義
経
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
木
曽

義
仲
の
挙
兵
な
ど
、
そ
の
歴
史
の
深
さ
に

心
を
く
す
ぐ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
参

勤
交
代
も
行
わ
れ
た
ほ
ど
の
主
要
な
街
道

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
も
し
か
し
た
ら

水
戸
黄
門
や
松
尾
芭
蕉
も
こ
こ
を
通
っ
た

の
か
な
と
妄
想
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
、
北
国
街
道
の
要
所
と
し
て
大

変
な
賑
わ
い
を
呈
し
て
い
た
海
野
宿
。
善

光
寺
へ
の
参
拝
客
や
江
戸
か
ら
の
交
通
量

も
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
宿
場
町
と
し

て
大
勢
の
人
で
溢
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
明
治
に
な
っ
て
様
々
な
技
術
や

文
化
が
入
っ
て
か
ら
は
、
宿
場
と
し
て
の

活
気
が
徐
々
に
失
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
こ
は
勉
強
熱
心
な
地
域
の
方
々
が
奮
起

し
、
建
物
の
広
さ
や
気
候
風
土
を
活
か
し

た
養
蚕
業
で
活
気
を
取
り
戻
し
た
と
の
こ

と
で
す
。
海
野
宿
は
そ
う
い
っ
た
歴
史
や

思
い
、
風
情
が
た
く
さ
ん
息
づ
い
て
い
る

土
地
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ

り
守
ら
れ
て
き
た
昔
な
が
ら
の
町
並
み
や

生
活
感
は
、
現
代
の
技
術
で
は
作
り
出
せ

な
い
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
訪
れ

る
方
の
目
に
は
魅
力
的
に
映
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

海
外
か
ら
の
観
光
入
国
者
数
が
増
え
る

傾
向
に
あ
る
中
で
、
東
京
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
良
好
な
こ
の
地
は
、
外
国
人
の
お
客

様
を
誘
致
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

2
0
2
0
年
に
海
外
か
ら
の
お
客
様
で

賑
わ
う
光
景
を
想
像
す
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
。

　

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
と
可
能
性
を
兼

ね
備
え
た
こ
こ
「
海
野
」
で
、
交
流
施
設

の
運
営
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
大

変
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
大

き
な
責
任
も
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
の
魅

力
を
一
つ
ひ
と
つ
上
手
に
伝
え
て
い
け
る

よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な

が
ら
4
月
以
降
の
施
設
運
営
を
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
「
う
ん
の

わ
」
は
、
4
月
下
旬
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
、

休
憩
棟
「
い
っ
ぷ
く 

i
p
p
u
k
u 

～
海
野
～
」
が
先
行
し
て
営
業
を
始
め

ま
す
。

　
「
い
っ
ぷ
く
」
で
は
、
軽
食
の
提
供

の
ほ
か
、
地
域
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

民
芸
品
・
手
工
芸
品
の
展
示
も
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、

レ
ス
ト

ラ
ン
と

宿
泊
棟

に
つ
い

て
は
、

以
後
順

次
に
営

業
を
始

め
、
今

夏
に
全

面
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
が
、
ご
要
望
が
あ

れ
ば
施
設
内
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

う
ん
の
わ

東
御
市
本
海
野
１
０
１
３

休
憩
施
設
「
い
っ
ぷ
く
」
が

営
業
を
始
め
ま
す

4
月
下
旬

「
う
ん
の
わ
」仮
オ
ー
プ
ン
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平成26年度 東御市の組織一覧です
４月１日付けで、市職員の人事異動を行いました。
本年度もよろしくお願いします。

市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
牛山　廣司

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
秘
書
課
長
兼
務
）

黒
柳
　
智
生

山
田
　
正
仁

織
田
　
秀
雄

（
防
災
係
長
兼
務
）

清
水
　
　
誠

中
村
　
昌
彦

小
林
　
秀
行

栁
澤
　
嘉
和

寺
田
　
嘉
彦 

高
藤
　
博
幸

滝
澤
　
嘉
紀

井
上
　
祐
一

上
原
　
代
夫

勝
山
　
　
修

深
井
　
芳
信

花
岡
　
清
一

赤
尾
　
秀
彦

早
川
み
ど
り

（
人
権
同
和
政
策
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

土
屋
　
親
功

高
橋
富
士
子

秘
書
係
長

井
出
　
政
之

廣
田
　
裕
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

翠
川
　
洋
子

木
村
　
宗
昭

（
副
院
長
兼
務
）

伊
藤
　
通
敏

川
瀬
　
泰
弘

高
橋
　
茂
雄

田
中
　
　
徹

山
家
　
　
誠

須
貝
美
津
枝

中
沢
　
栄
一

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

新
納
　
郁
子

森
山
　
悦
代

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

山
邉
　
　
修

坂
口
　
光
枝

早
川
み
ど
り

武
田
　
英
俊

山
内
　
智
晴

堀
田
　
雄
二

井
澤
　
裕
子

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

庶
務
係
長

医
事
係
長

診
療
情
報
管
理
係
長

主
幹
健
康
管
理
係
長

地
域
連
携
科

医
療
相
談
科

産
婦
人
科
部
長

内
科
部
長

外
科
部
長

内
科
・
外
科
医
長

副
栄
養
科
長

理
学
療
法
士
長

臨
床
検
査
技
師
長

副
臨
床
工
学
技
士
長

看
護
師
長

看
護
師
長

副
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

庶
務
係
長

庶
務
係
長

学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

課
長
補
佐

青
少
年
教
育
係
長

人
権
同
和
教
育
係
長

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
・
文
化
振
興
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
保
護
担
当

課
長
補
佐

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

野
村
　
伸
弥

事
務
次
長

  

柳
澤
　
利
幸

診
療
情
報
管
理
部

患
者
支
援
部

診
療
部

健
康
管
理
部

健
康
管
理
科

診
療
技
術
部

診
療
技
術
部
長

  

比
田
井
利
彦

教
育
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

坂
井
　
美
嗣

〈
議
会
事
務
局
〉〈
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
〉

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

生
涯
学
習
課
長

  

横
関
　
政
史

庶
務
係
長

栁
澤
　
秀
夫

事
務
局
次
長

（
総
務
課
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
総
務
課
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

西
澤
　
　
浩

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

〈
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
〉

小
宮
山
直
樹

林
　
　
昌
男

介
護
障
害
審
査
課
管
理
係
長

事
務
次
長

企
画
課
長

  

小
野
澤
文
利

看
護
部

看
護
部
長

  

谷
川
　
幸
弘

助
産
所
と
う
み

み
ま
き
温
泉
診
療
所

総
務
課
長

  

堀
内
　
和
子

総
務
部
長

  
掛
川
　
卓
男

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

副
院
長

  

服
部
　
和
裕

  

岩
橋
　
輝
明

市
民
生
活
部
長

  

山
口
　
正
彦

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  

武
舎
　
和
博

産
業
経
済
部
長

  

北
沢
　
　
達

都
市
整
備
部
長

  

橋
本
　
俊
彦

参
事
会
計
管
理
者

  

山
﨑
　
廣
男

消
防
課
長

  

小
林
　
恒
久

企
画
財
政
課
長

  

岩
下
　
正
浩

市
民
課
長

  

塚
田
　
　
篤

子
育
て
支
援
課
長

  

吉
澤
　
健
二

健
康
保
健
課
長

  

成
澤
　
俊
夫

農
林
課
長

  

寺
島
　
　
尊

商
工
観
光
課
長

  

小
菅
　
武
志

建
設
課
長

  

関
　
　
一
法

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

金
井
　
　
泉

会
計
課
長

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

地
域
づ
く
り
支
援
室
長

（
企
画
財
政
課
長
兼
務
）

参
事
　
税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

土
屋
　
一
夫

医
療
事
務
部

事
務
長

  

加
藤
　
英
人

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  
清
水
　
敏
道

議
会
事
務
局
長

  

宮
嶋
　
武
彦

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

柄
澤
志
津
子

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
哲
三

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

防
災
係
長

消
防
団
係
長

課
長
補
佐

消
防
施
設
係
長

企
画
政
策
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

課
長
補
佐

広
報
統
計
係
長

地
域
づ
く
り
支
援
係
長

住
民
税
係
長

課
長
補
佐

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

課
長
補
佐

生
活
環
境
係
長

市
民
係
長

国
保
年
金
係
長

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

支
所
市
民
係
長

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

子
育
て
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
育
係
長

課
長
補
佐

田
中
保
育
園
長

課
長
補
佐

滋
野
保
育
園
長

課
長
補
佐

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

課
長
補
佐

福
祉
推
進
係
長

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
健
係
長

健
康
増
進
係
長

農
政
係
長

課
長
補
佐

担
い
手
支
援
係
長

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

観
光
係
長

管
理
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

水
道
係
長

課
長
補
佐

下
水
道
係
長

出
納
係
長

北
澤
　
美
良

傳
田
　
和
子

栁
沢
　
和
子

小
林
己
和
子

中
條
万
里
子

荒
井
　
秀
夫

樋
沢
　
　
聡

小
山
美
佐
子

福
島
　
英
昭

小
松
　
信
子

小
林
　
幸
司

栁
澤
　
　
亮

所
　
　
健
一

小
林
由
紀
子

渋
谷
　
隆
志

岩
下
　
雄
司

瀬
下
　
澄
仁

小
林
　
裕
次

富
山
　
直
彦

高
橋
　
則
幸

小
森
　
忠
久

関
　
　
博
一

清
水
　
　
悟

温
泉
診
療
所
長

（
整
形
外
科
）

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣１
　
総
務
部
に
秘
書
課
を
新
設
し
ま
し
た
。企

画
課
を
企
画
財
政
課
に
名
称
変
更
し
、総
務

課
、企
画
財
政
課
の
組
織
を
見
直
し
ま
し
た
。

２
　
総
合
支
所
を
市
民
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

３
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
子
育
て
支
援
課

に
統
合
し
ま
し
た
。

４
　
産
業
建
設
部
を
産
業
経
済
部
と
都
市
整

備
部
に
分
割
し
、産
業
経
済
部
に
、農
林
課
、

商
工
観
光
課
を
配
置
し
、都
市
整
備
部
に
、

建
設
課
を
配
置
し
ま
し
た
。

５
　
上
下
水
道
局
を
都
市
整
備
部
に
名
称
変

更
し
ま
し
た
。

６
　
教
育
委
員
会
事
務
局
の
生
涯
学
習
部
を

教
育
部
に
統
合
し
、教
育
課
、生
涯
学
習
課

の
組
織
を
再
編
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
19
名
）

【
行
政
職
】唐
澤
真
崇（
総
務
課
）／
佐
藤
綾
香

（
市
民
課
）／
坂
口
加
奈
恵（
市
民
課
）／
西
澤

梓（
子
育
て
支
援
課
）／
山
浦
史
恵（
子
育
て
支

援
課
）／
福
井
春
香（
子
育
て
支
援
課
）／
村
田

組
織
の
一
部
変
更

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

美
佐
緒（
子
育
て
支
援
課
）／
庭
山
真
悟（
農
林

課
）／
中
邨
大
輔（
建
設
課
）／
日
向
大
季（
建

設
課
）／
市
川
寿
人（
上
下
水
道
課
）／
小
暮
絵

里
子（
教
育
課
）

【
医
療
職
】餅
田
亜
希
子（
市
民
病
院
）／
武
重

智
治（
市
民
病
院
）／
黒
澤
つ
か
さ（
市
民
病

院
）／
高
橋
充
代（
市
民
病
院
）／
中
込
み
す
ず

（
市
民
病
院
）／
岩
月
み
ゆ
き（
市
民
病
院
）／

竹
内
由
美（
市
民
病
院
）

●
退
職
者（
11
名
）

斉
藤
英
世（
総
務
部
長
）／
白
倉
仁
志（
議
会
事

務
局
長
兼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
公
平
委
員

会
事
務
局
長
）／
岩
田
広
子（
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
長
兼
子
育
て
支
援
課
長
）／
吉
池
敏
明

（
市
民
病
院
医
療
事
務
部
副
参
事
兼
健
康
管
理

部
健
康
管
理
科
長
）／
田
丸
幸
子（
子
育
て
支

援
課
課
長
補
佐
田
中
保
育
園
長
）／
黒
澤
美
恵

子（
子
育
て
支
援
課
課
長
補
佐
祢
津
保
育
園

長
）／
村
田
茂（
福
祉
課
副
主
幹
）／
丸
山
照
子

（
子
育
て
支
援
課
主
査
）／
五
十
嵐
の
り
え（
市

民
病
院
医
療
事
務
部
主
査
）／
岡
田
敬
司（
市

民
病
院
診
療
部
顧
問
）／
宮
内
美
智
子（
市
民

病
院
看
護
部
看
護
師
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名
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平成26年度 東御市の組織一覧です
４月１日付けで、市職員の人事異動を行いました。
本年度もよろしくお願いします。

市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
牛山　廣司

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
秘
書
課
長
兼
務
）

黒
柳
　
智
生

山
田
　
正
仁

織
田
　
秀
雄

（
防
災
係
長
兼
務
）

清
水
　
　
誠

中
村
　
昌
彦

小
林
　
秀
行

栁
澤
　
嘉
和

寺
田
　
嘉
彦 

高
藤
　
博
幸

滝
澤
　
嘉
紀

井
上
　
祐
一

上
原
　
代
夫

勝
山
　
　
修

深
井
　
芳
信

花
岡
　
清
一

赤
尾
　
秀
彦

早
川
み
ど
り

（
人
権
同
和
政
策
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

土
屋
　
親
功

高
橋
富
士
子

秘
書
係
長

井
出
　
政
之

廣
田
　
裕
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

翠
川
　
洋
子

木
村
　
宗
昭

（
副
院
長
兼
務
）

伊
藤
　
通
敏

川
瀬
　
泰
弘

高
橋
　
茂
雄

田
中
　
　
徹

山
家
　
　
誠

須
貝
美
津
枝

中
沢
　
栄
一

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

新
納
　
郁
子

森
山
　
悦
代

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

山
邉
　
　
修

坂
口
　
光
枝

早
川
み
ど
り

武
田
　
英
俊

山
内
　
智
晴

堀
田
　
雄
二

井
澤
　
裕
子

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

庶
務
係
長

医
事
係
長

診
療
情
報
管
理
係
長

主
幹
健
康
管
理
係
長

地
域
連
携
科

医
療
相
談
科

産
婦
人
科
部
長

内
科
部
長

外
科
部
長

内
科
・
外
科
医
長

副
栄
養
科
長

理
学
療
法
士
長

臨
床
検
査
技
師
長

副
臨
床
工
学
技
士
長

看
護
師
長

看
護
師
長

副
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

庶
務
係
長

庶
務
係
長

学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

課
長
補
佐

青
少
年
教
育
係
長

人
権
同
和
教
育
係
長

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
・
文
化
振
興
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
保
護
担
当

課
長
補
佐

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

野
村
　
伸
弥

事
務
次
長

  

柳
澤
　
利
幸

診
療
情
報
管
理
部

患
者
支
援
部

診
療
部

健
康
管
理
部

健
康
管
理
科

診
療
技
術
部

診
療
技
術
部
長

  

比
田
井
利
彦

教
育
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

坂
井
　
美
嗣

〈
議
会
事
務
局
〉〈
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
〉

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

生
涯
学
習
課
長

  

横
関
　
政
史

庶
務
係
長

栁
澤
　
秀
夫

事
務
局
次
長

（
総
務
課
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
総
務
課
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

西
澤
　
　
浩

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

〈
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
〉

小
宮
山
直
樹

林
　
　
昌
男

介
護
障
害
審
査
課
管
理
係
長

事
務
次
長

企
画
課
長

  

小
野
澤
文
利

看
護
部

看
護
部
長

  

谷
川
　
幸
弘

助
産
所
と
う
み

み
ま
き
温
泉
診
療
所

総
務
課
長

  

堀
内
　
和
子

総
務
部
長

  

掛
川
　
卓
男

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

副
院
長

  

服
部
　
和
裕

  

岩
橋
　
輝
明

市
民
生
活
部
長

  

山
口
　
正
彦

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  

武
舎
　
和
博

産
業
経
済
部
長

  

北
沢
　
　
達

都
市
整
備
部
長

  

橋
本
　
俊
彦

参
事
会
計
管
理
者

  

山
﨑
　
廣
男

消
防
課
長

  

小
林
　
恒
久

企
画
財
政
課
長

  

岩
下
　
正
浩

市
民
課
長

  

塚
田
　
　
篤

子
育
て
支
援
課
長

  

吉
澤
　
健
二

健
康
保
健
課
長

  
成
澤
　
俊
夫

農
林
課
長

  

寺
島
　
　
尊

商
工
観
光
課
長

  

小
菅
　
武
志

建
設
課
長

  

関
　
　
一
法

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

金
井
　
　
泉

会
計
課
長

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

地
域
づ
く
り
支
援
室
長

（
企
画
財
政
課
長
兼
務
）

参
事
　
税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

土
屋
　
一
夫

医
療
事
務
部

事
務
長

  

加
藤
　
英
人

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  

清
水
　
敏
道

議
会
事
務
局
長

  

宮
嶋
　
武
彦

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

柄
澤
志
津
子

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
哲
三

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

防
災
係
長

消
防
団
係
長

課
長
補
佐

消
防
施
設
係
長

企
画
政
策
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

課
長
補
佐

広
報
統
計
係
長

地
域
づ
く
り
支
援
係
長

住
民
税
係
長

課
長
補
佐

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

課
長
補
佐

生
活
環
境
係
長

市
民
係
長

国
保
年
金
係
長

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

支
所
市
民
係
長

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

子
育
て
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
育
係
長

課
長
補
佐

田
中
保
育
園
長

課
長
補
佐

滋
野
保
育
園
長

課
長
補
佐

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

課
長
補
佐

福
祉
推
進
係
長

福
祉
援
護
係
長

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
健
係
長

健
康
増
進
係
長

農
政
係
長

課
長
補
佐

担
い
手
支
援
係
長

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

観
光
係
長

管
理
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

業
務
係
長

水
道
係
長

課
長
補
佐

下
水
道
係
長

出
納
係
長

北
澤
　
美
良

傳
田
　
和
子

栁
沢
　
和
子

小
林
己
和
子

中
條
万
里
子

荒
井
　
秀
夫

樋
沢
　
　
聡

小
山
美
佐
子

福
島
　
英
昭

小
松
　
信
子

小
林
　
幸
司

栁
澤
　
　
亮

所
　
　
健
一

小
林
由
紀
子

渋
谷
　
隆
志

岩
下
　
雄
司

瀬
下
　
澄
仁

小
林
　
裕
次

富
山
　
直
彦

高
橋
　
則
幸

小
森
　
忠
久

関
　
　
博
一

清
水
　
　
悟

温
泉
診
療
所
長

（
整
形
外
科
）

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣１
　
総
務
部
に
秘
書
課
を
新
設
し
ま
し
た
。企

画
課
を
企
画
財
政
課
に
名
称
変
更
し
、総
務

課
、企
画
財
政
課
の
組
織
を
見
直
し
ま
し
た
。

２
　
総
合
支
所
を
市
民
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

３
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
子
育
て
支
援
課

に
統
合
し
ま
し
た
。

４
　
産
業
建
設
部
を
産
業
経
済
部
と
都
市
整

備
部
に
分
割
し
、産
業
経
済
部
に
、農
林
課
、

商
工
観
光
課
を
配
置
し
、都
市
整
備
部
に
、

建
設
課
を
配
置
し
ま
し
た
。

５
　
上
下
水
道
局
を
都
市
整
備
部
に
名
称
変

更
し
ま
し
た
。

６
　
教
育
委
員
会
事
務
局
の
生
涯
学
習
部
を

教
育
部
に
統
合
し
、教
育
課
、生
涯
学
習
課

の
組
織
を
再
編
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
19
名
）

【
行
政
職
】唐
澤
真
崇（
総
務
課
）／
佐
藤
綾
香

（
市
民
課
）／
坂
口
加
奈
恵（
市
民
課
）／
西
澤

梓（
子
育
て
支
援
課
）／
山
浦
史
恵（
子
育
て
支

援
課
）／
福
井
春
香（
子
育
て
支
援
課
）／
村
田

組
織
の
一
部
変
更

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

美
佐
緒（
子
育
て
支
援
課
）／
庭
山
真
悟（
農
林

課
）／
中
邨
大
輔（
建
設
課
）／
日
向
大
季（
建

設
課
）／
市
川
寿
人（
上
下
水
道
課
）／
小
暮
絵

里
子（
教
育
課
）

【
医
療
職
】餅
田
亜
希
子（
市
民
病
院
）／
武
重

智
治（
市
民
病
院
）／
黒
澤
つ
か
さ（
市
民
病

院
）／
高
橋
充
代（
市
民
病
院
）／
中
込
み
す
ず

（
市
民
病
院
）／
岩
月
み
ゆ
き（
市
民
病
院
）／

竹
内
由
美（
市
民
病
院
）

●
退
職
者（
11
名
）

斉
藤
英
世（
総
務
部
長
）／
白
倉
仁
志（
議
会
事

務
局
長
兼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
公
平
委
員

会
事
務
局
長
）／
岩
田
広
子（
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
長
兼
子
育
て
支
援
課
長
）／
吉
池
敏
明

（
市
民
病
院
医
療
事
務
部
副
参
事
兼
健
康
管
理

部
健
康
管
理
科
長
）／
田
丸
幸
子（
子
育
て
支

援
課
課
長
補
佐
田
中
保
育
園
長
）／
黒
澤
美
恵

子（
子
育
て
支
援
課
課
長
補
佐
祢
津
保
育
園

長
）／
村
田
茂（
福
祉
課
副
主
幹
）／
丸
山
照
子

（
子
育
て
支
援
課
主
査
）／
五
十
嵐
の
り
え（
市

民
病
院
医
療
事
務
部
主
査
）／
岡
田
敬
司（
市

民
病
院
診
療
部
顧
問
）／
宮
内
美
智
子（
市
民

病
院
看
護
部
看
護
師
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名
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各 課 業 務 一 覧
≪市役所本館≫
階 課　名 係　名 電　話 主な業務

１
階

市民課

市民係

64-5896

戸籍、住民票、印鑑証明・登録、外国人住民の届出、戸籍の届
出、諸証明の交付

生活環境係 公害、消費者保護、環境衛生、狂犬病予防、交通安全、交通災
害共済、防犯、ＩＳＯ、地球温暖化対策

国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療保険

税務課

住民税係

64-5877

市県民税、軽自動車税、諸税、所得証明、原付の標識交付・廃
車手続

資産税係 固定資産税、都市計画税、地籍図閲覧、固定資産の証明

収税管理係 市税等の収納管理及び滞納処分、納税証明

会計課 出納係 64-4359 現金・有価証券の出納・保管、決算

２
階

秘書課 秘書係 62-1111㈹ 秘書、庁議

総務課
（選挙管理委員会事務局

☎ 64-5809）
（東御市土地開発公社

　☎ 64-5805）

総務係 64-5876 行政組織、情報公開、人事給与、栄転・表彰、文書収受発送、
庁舎管理、災害対策本部

契約財産係 64-5805 入札及び契約、物品の購入･修繕、車両管理、財産管理、電子自
治体、財産区

企画財政課

企画政策係 64-5893 総合企画・調整、広域行政、広聴、行政改革

財政係 64-5901 財政計画、予算編成及び管理、基金管理

広報統計係 64-5806 広報、情報発信、CATV、統計、ホームページ

地域づくり支援室 地域づくり支援係 71-6790 地域づくり支援、自治推進委員会、市民活動支援

3
階

議会事務局

64-5810

市議会に関する事務

監査委員事務局 監査委員に関する事務

公平委員会事務局 公平委員会に関する事務

≪東御市立図書館≫
生涯学習課 図書館係 64-5886 図書館施設管理・運営

≪庁舎別館≫

2
階

農林課

農政係

64-5896

農水産業の企画･振興、農業振興計画の振興、米政策、園芸特
産品の振興、畜産の振興、病害虫防除、農作物災害対策

担い手支援係 農地流動化事業、認定農業者・新規就農者支援、農業農村支
援センター業務

耕地林務係 土地改良事業、農業施設維持管理、土地改良区、農地水・中
山間事業、林業、有害鳥獣対策

農業委員会 64-0535 農業委員会、農業者年金、農地流動化促進、優良農地保全

3
階 建設課

管理係 64-5892 道路・河川の管理、官民界の立会い、廃道敷処分、国土調査

住宅係 64-5882 市営住宅維持管理、景観、屋外広告物、建築確認申請

都市計画係 64-5914 都市計画事業（公園､街路）、緑化の推進

土木係 64-5917 道路・橋りょう・河川の新設、改良及び維持補修、土木災害復
旧工事、交通安全施設整備

≪勤労者会館≫

1
階

上下水道課

業務係 71-9100 公営企業会計経理

水道係 64-5884 上水道施設の維持管理、送配水計画管理、水道工事設計管
理、給水工事

下水道係 64-5874 下水道設計、積算、管理、工事監督、下水道施設管理、事業計
画、調査、合併処理浄化槽事務、下水道負担金事務

上下水道料金センター 64-5883 上下水道料金、水道の検針、水道の開閉栓、漏水
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平
成
26
年
市
議
会
第
1
回
定
例
会
が
2

月
17
日
開
会
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、平
成
26
年
度
の
一
般
・

特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
の
各
予
算

案
の
ほ
か
、2
月
の
雪
害
対
策
費
を
含
む
、

平
成
25
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
案
、
条

例
案
、
人
事
案
等
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

追
加
と
な
っ
た
議
案
も
含
め
合
計
48
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
3
日
か
ら
5
日
に
は
、
一

問
一
答
方
式
を
交
え
た
7
会
派
の
代
表
質

問
と
6
名
の
議
員
か
ら
個
人
質
問
が
行
わ

れ
、
市
長
施
政
方
針
な
ど
に
つ
い
て
熱
心

な
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
日
か
ら
3
日
間
は
、
各
常
任

委
員
会
へ
付
託
と
な
っ
た
議
案
及
び
陳
情

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

20
日
の
閉
会
日
に
は
、
付
帯
意
見
を
付

し
た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含

め
、
市
の
提
案
し
た
議
案
に
対
し
て
全
て

原
案
可
決
及
び
同
意
が
さ
れ
閉
会
し
ま
し

た
。

※
今
定
例
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
5
月
発

行
の
市
議
会
だ
よ
り
を
、
市
長
の
施
政

方
針
に
つ
い
て
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局
　
☎
64

－

５
８
１
０

市
議
会
第
1
回
定
例
会

平
成
26
年
度
各
会
計
予
算
可
決

≪総合福祉センター≫
階 課　名 係　名 電　話 主な業務

１
階

福祉課
（兼）地域包括支援セ
ンター

福祉推進係

64-8888

民生・児童委員、児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手
当、福祉医療、戦没者遺族擁護

福祉援護係 生活保護、障がい者福祉、母子･寡婦福祉、児童福祉

高齢者係 高齢者政策支援、生きがい対策、介護保険

地域包括支援係 64-5000 地域包括支援全般

健康保健課
保健係 64-8882 母子保健、精神保健、感染症予防、献血

健康増進係 64-8883 健康づくり、がん検診、食育推進、特定健診及び特定保健指導

≪中央公民館≫

2
階

教育課
（兼）青少年センター

学校教育係 64-5879 学校施設、学校運営、学校給食、学校保健衛生

青少年教育係 64-5906 教育委員会庶務、青少年育成、児童館、児童クラブ

生涯学習課
生涯学習・スポーツ係 64-5885 社会教育、生涯学習、国際教育、スポーツ施設管理・運営、ス

ポーツ振興、（公民館支援）

文化財・文化振興係 75-2717 文化財保護、海野宿伝建、埋蔵文化財、天然記念物、文化振興

≪東御消防署庁舎≫

1
階

総務課 防災係

62-1111㈹

地域防災、自主防災組織

消防課
消防団係 消防団運営、消防委員会

消防施設係 消防施設、水防

≪北御牧庁舎≫

1
階

市民課 支所市民係 67-3311 戸籍、住民票、印鑑登録等

商工観光課
商工労政係

67-1034
商工業の振興、勤労者福祉､雇用促進、市民まつり

観光係 観光の振興、温泉施設・芸術むら公園維持管理

≪東部人権啓発センター≫

2
階

人権同和政策課
人権同和政策係

64-5902

人権擁護施策の計画・推進、人権よろず相談

男女共同参画係 男女共同参画社会の推進

教育課 人権同和教育係 人権同和教育

≪東部クリーンセンター≫
市民課 クリーンリサイクル係 63-6814 ごみの収集、ごみ減量化、リサイクル

≪子育て支援センター≫
1階

子育て支援課
子育て支援係 64-5814 子育て支援、幼稚園、子育て支援センター施設管理・運営

2階 保育係 64-5903 保育所管理・運営、施設整備事業
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誕生日おめでとう！（４月生まれ）

（対象者 5月生まれの3歳まで）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・
生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画財政課広報
担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねま
す。なお、紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。
　締め切りは、4月10日（木）必着。締め切りを過ぎたものについ
てはいかなる場合も受け付けられませんので、ご了承ください。

☆募集します！！☆

竹
たけ

内
うち

　悠
はる

馬
ま

くん（大川）
（１歳、H25. 4. 7生）

齋
さい

藤
とう

　大
たい

翔
が

くん（伊勢原）
（１歳、H25. 4.18生）

長
は

谷
せ

川
がわ

　和
かず

哉
や

くん（片羽）
（１歳、H25. 4.19 生）

坂
さか

田
た

　晴
はる

くん（常田）
（２歳、H24. 4.10 生）

横
よこ

山
やま

　玲
れ

音
おん

くん（田沢）
（２歳、H24. 4.16 生）

柳
やなぎさわ

沢　大
たい

樹
じゅ

くん（田沢）
（２歳、H24. 4.22 生）

白
しら

倉
くら

　大
たい

雅
が

くん（乙女平）
（３歳、H23. 4.24生）

白
しら

石
いし

　愛
まな

実
み

ちゃん（伊勢原）
（３歳、H23. 4.28生）

　みんな大好きはる君、誕生日おめで
とう♥色々なものに興味を持って暴れ
回っている今日この頃。小さくまとま
らず伸び伸び育ってくれたら嬉しいな
★

　Happy Birthday！！たいちゃんを
見ていると、とっても幸せな気持ちに
なるよ。これからもたくさん笑って、
お兄ちゃんに負けないくらいすくすく
元気いっぱい育ってね

　お誕生日おめでとう。いつもたくさ
んの笑顔をありがとう。いっぱい食べ
て元気に大きくなぁ～れ！！

　はる　２歳の誕生日おめでとう！兄
ちゃんのマネが得意で、沢山おしゃべ
り出来るようになったね★これからも
大好きな兄ちゃんと仲よく遊んでね♥

　れおん２歳のお誕生日おめでとう♥
わんぱくすぎてママはビックリ！！でも
たくさんお話してくれるから嬉しいで
す。ご飯をいっぱい食べて、たくさん
遊んで、元気いっぱい大きくなってね
♥

　大樹、お誕生日おめでとう！大樹が
いてくれるだけで毎日楽しくて幸せで
す。これからも元気にすくすく育って
ね！

　Happy Birthday ♥たっくん♥い
つも元気でお話も上手で家族を明る
く笑顔にさせてくれてありがとう！こ
れからも、兄ぃにぃと仲良く大きくなっ
てね♥

　愛実ちゃん３歳のお誕生日おめでと
う。これからも悠華ちゃんと一緒に元
気いっぱい遊んでね。大好きだよ♥
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今
月
は
、
祢
津
保
育
園
の
相あ

い

場ば

遙は
る

心し

く

ん
の
お
母
さ
ん
に
家
庭
で
の
遊
び
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
、
従
妹
、
祖
父
の
計
7
人
で
、

自
分
た
ち
で
決
め
た
ル
ー
ル
で
鬼
ご
っ
こ

を
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ニ
コ
ニ
コ
と
、
と
っ
て

も
楽
し
そ
う
で
す
。
ま
た
、
私
が
思
っ
て

い
た
よ
り
も
足
が
速
く
て
追
い
か
け
る
の

が
大
変
で
す
。

　

家
の
中
で
ゲ
ー
ム
を
す
る
よ
り
も
、
外

で
思
い
切
り
遊
ぶ
の
は
と
て
も
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　

長
男
は
、
2
歳
と
5
歳
ま
で
の
弟
、
従

妹
た
ち
を
上
手
に
ま
と
め
て
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
を
見

　
新
コ
ー
ナ
ー
「
親
子
で
ふ
れ
あ
い
タ
イ

ム
」
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
親
子
で
楽

し
め
る
遊
び
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

つ
け
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

最
近
で
は
夕
方
に
公
園
で
遊
べ
な
い
の

で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
夕
食
を
作
り

ま
す
。
野
菜
を
洗
う
人
、
切
る
人
な
ど
自

分
た
ち
で
係
を
決
め
て
…
、
時
間
は
倍
か

か
る
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
保
育
園
で

の
様
子
を
話
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
楽
し

く
幸
せ
な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
自
慢
料
理
は
何
と
言
っ
て
も
カ

レ
ー
で
す
。

家
庭
で
は
、普
段
ど
ん
な

　遊
び
を
し
て
い
ま
す
か
？

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た
め

に
、ほ
か
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

ま
す
か
？

お
子
さ
ん
の
反
応
は
？

新
し
い
発
見
は
あ
り
ま
し
た
か
？

親
子
で

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

☆
小
松
菜
の
蒸
し
パ
ン

�

●
材
料
（
18
㎝
ケ
ー
キ
1
個
分
）

　

小
松
菜.........................

1
2
0
g

　

卵.......................................

2
個

　

サ
ラ
ダ
油......................

大
さ
じ
3

　

ヨ
ー
グ
ル
ト.........................

50
㏄

　

砂
糖....................................

80
g

　

レ
モ
ン
汁......................

大
さ
じ
1

　

薄
力
粉.........................

1
5
0
g

　

ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー....

大
さ
じ
1

　

重
曹.............................

小
さ
じ
1

　

小
豆
の
甘
納
豆.....................

50
g

●
作
り
方

①
小
松
菜
を
ざ
く
切
り
に
す
る
。

②
小
松
菜
、
卵
、
サ
ラ
ダ
油
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
砂
糖
、
レ
モ
ン
汁
を
ミ
キ
サ
ー

に
か
け
る
。

③
ボ
ー
ル
に
②
を
入
れ
、
薄
力
粉
、
ベ
ー

キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
、
重
曹
を
ふ
る
っ

て
、
さ
ら
に
甘
納
豆
も
加
え
て
さ
っ

く
り
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

④
薄
く
油
を
ひ
い
た
型
に
③
を
入
れ
、

蒸
し
器
で
20
分
間
蒸
す
（
蒸
し
器
に

入
れ
る
の
は
蒸
気
が
上
が
っ
て
か
ら
）。

　旧上下水道庁舎跡地一帯に整備し
た市民交流広場に、栗林出身の彫刻
家、竹

たけ

内
うち

不
ふ

忘
ぼう

さんの作品を設置しま
した。これらの作品は以前から東御
中央公園などに設置されていました
が、今回の移設で市庁舎一帯を訪れ
る多くの皆さんの目に触れるようにな
りました。市役所にお越しの際は、
ぜひご鑑賞ください。

市役所前の市民交流広場に
竹内不忘さんの彫刻作品を

設置しました
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私
た
ち
四
年
生
は
、
地
い
き
の
栁
澤
先

生
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
オ
カ
リ
ナ
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
生
の
時
、
は
と
み
ね
山
へ
祢
津
で

し
か
と
れ
な
い
、
ね
ん
土
を
と
り
に
行
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ね
ん
土
は
ま
だ
、
土
の
状
態

で
石
み
た
い
に
固
か
っ
た
の
で
、
く
だ
い

て
、
さ
ら
さ
ら
な
土
に
し
ま
し
た
。

　

何
を
作
る

か
は
ク
ラ
ス

で
話
し
合
い
、

オ
カ
リ
ナ
に

決
定
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、

さ
ら
さ
ら
に

な
っ
た
土
に

水
を
ふ
く
ま

せ
、
オ
カ
リ

ナ
の
形
を
作

り
、
半
分
に
割
っ
て
中
を
く
り
抜
き
、
自

分
の
指
に
合
う
、
穴
を
あ
け
ま
し
た
。

　

学
校
に
あ
る
ね
ん
土
が
ま
で
九
五
〇
度

で
八
時
間
ほ
ど
焼
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
日
間
冷
ま
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
絵
の
具
で
色
を
つ
け
て
完
成

し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
」
の
曲
を
み
ん
な
で
参
観

日
に
演
奏
し
ま
し
た
。
祢
津
の
風
景
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
吹
く
と
、
と
て
も
い
い

音
が
し
ま
す
。

　

私
は
小
さ
い
頃
は
、
た
く
さ
ん
の
夢
が

あ
り
ま
し
た
が
、
小
学
五
年
の
頃
か
ら
調

理
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た

の
で
、
ど
う
や
っ
て
調
理
師
の
資
格
を
取

る
の
か
ぜ
ん
ぜ
ん
分
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
に
か
く
親
の
手
伝
い
を
出
来
る
だ
け
多

く
や
り
ま
し
た
。
年
を
重
ね
る
と
共
に
、

ど
ん
ど
ん
作
れ
る
物
も
増
え
て
い
き
ま
し

た
。

　

私
が
調
理
師
を
目
指
し
た
理
由
は
、
兄

弟
が
私
の
作
っ
た
料
理
を
「
お
い
し
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。

そ
ん
な
風
に
言
わ
れ
て
と
て
も
嬉
し
く
て
、

調
理
師
を
目
指
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
ど
う
や
っ
て
調
理
師
に
な
る
の
か

分
か
っ
た
の
は
中
学
校
一
年
の
時
で
す
。

調
理
師
に
な
る
に
は
ど
う
し
て
も
国
家
試

験
を
受
け
な
く
て
は
い
け
な
い
み
た
い

で
、
私
は
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
性

格
な
の
で
、
他
の
こ
と
な
ら
す
ぐ
に
あ
き

ら
め
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
調
理
師

は
あ
き
ら
め
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
兄
弟

の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ず
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
の
で
調
理
師
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
で
し

た
。私
は
調
理
師
の
資
格
を
取
っ
て
、も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
自
分
の
料
理
を
「
お

い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。
時
に
は
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
ん
な
時
は
兄
弟
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
、

頑
張
り
た
い
で
す
。
楽
な
夢
な
ら
こ
こ
ま

で
頑
張
ら
な
く
て
も
で
き
る
。
で
も
や
っ

と
の
思
い
で
達
成
で
き
た
方
が
、
や
り
が

い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
努
力

し
て
、
夢
を
私
は
現
実
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

祢
津
の
ね
ん
土
で

　
　
　
　

オ
カ
リ
ナ
作
り

祢
津
小
学
校
四
年

掛か
け

川が
わ

　
ス
フ
ッ
ド
　
サ
ン
ド
ラ

自
分
の
将
来東

部
中
学
校
二
年

小こ
む
か
い向

　
洸ひ
ろ

成な
り

　2 月 26 日、旧和村時代の昭和 29 年に作られ
た「和村民歌」が和小学校の教職員によって合
唱され、全校児童に披露されました。
　「和村民歌」は、村民の意気高揚を目的に当時の住民
らが歌詞を募集したことにより誕生したもので、同校第 14
代校長の故・長

なが

尾
お

秀
ひで

次
じ

さん考案の歌詞が採用され、作曲
は白

しら

石
いし

みさよさん（東上田）が担当しました。
　今回のお披露目は、長尾さん自身が歌詞をしたためた書
と和地区を描いた絵画が、竹

たけ

内
うち

春
はる

彦
ひこ

さん（海善寺）から同
校へ寄贈されたことがきっかけで実現しました。
　同校では今後、長尾さんの御親族や作詞者の白石さん
を招いて一同で合唱する機会が計画されています。

和小学校 第14代校長作詞の
「和村民歌」が復活！！
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

−

５
８
８
６

4
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
と
も
だ
ち
】

　

４
月
で
す
。素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
。

・
あ
の
こ
に
あ
え
た

◦
世
界
の
と
も
だ
ち　

01　

ル
ー
マ
ニ
ア

長な
が

倉く
ら

　
洋ひ
ろ

海み

：
写
真
・
文
　
偕
成
社

も
り
や
ま
み
や
こ
：
作 

つ
ち
だ
よ
し
は
る
：
絵

　
あ
か
ね
書
房

館長の つぶやき
　新図書館の開館から1年経過の
昨年12月に利用者アンケートを実
施。回収率は81％で、本当に大勢
の皆さんから回答をいただきありが
とうございました。回答者の9割以
上の皆さんは、新しくなった施設
を「満足」いただいているようで
「総合的満足度」は、83.8％が満
足。不満は9.3％（どちらでもない
6.9％）という結果でした。自由意
見の欄では、開館日・時間に関する
ことのほか、蔵書内容やイベントの
要望など130件ものご意見・ご要望
をいただきました。厳しいご意見も
ありますが、出来るところからひと
つひとつ改善し、その結果は随時お
知らせしてまいります。
　ではまた次号で。

  

◆
新
着
本
案
内
◆

図
書
館 

Ｑ
＆
Ａ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
と
そ
の

回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

　

利
用
者

カ
ー
ド
を
な

く
し
ま
し
た
（
忘

れ
ま
し
た
）。
本

を
借
り
る
こ
と
は

出
来
ま
す
か
？

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
カ
ー
ド
番

号
を
お
調
べ
し
、
貸
出
い
た
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
を
探
し
て
も
み
つ
か
ら
な
い

場
合
に
は
、
カ
ー
ド
の
再
発
行
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
但
し
、
手
数
料

３
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

　

住
所
、
名
字
、
電
話
番
号
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
手
続
き
は
必
要

で
す
か
？

　

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
新
し
い
住
所

や
氏
名
が
確
認
で
き
る
免
許
証
や
保
険

証
等
の
ご
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
来
館
の
際
に
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
職
員
に
お
声
か

け
く
だ
さ
い
。

◆
一
般
書

◦
セ
ラ
ピ
ス
ト

…
…
…
最さ

い
し
ょ
う相　

葉は

月づ
き

：
著

・
「
職
業
訓
練
」
１
５
０
％
ト
コ
ト
ン
活

用
術　
　
　

…
…
…
日ひ

ゅ
う
が向　

咲さ
く

嗣じ

：
著

・
中
級
作
家
入
門

…
…
…
松ま

つ

久ひ
さ　

淳あ
つ
し

：
編

・
山
桜
記

…
…
…
葉は

室む
ろ　

麟り
ん

：
著

・
怒
り　

上
・
下…

…
…
吉よ

し

田だ　

修し
ゅ
う
い
ち一
：
著

◆
児
童
書

・
が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん

…
…
…
斉さ

い

藤と
う　

洋ひ
ろ
し

：
作

・
槍
ケ
岳
山
頂

…
…
…
川か

わ

端ば
た　

誠ま
こ
と

：
作

・
リ
ン
ち
ゃ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

…
…
…
い
た
や　

さ
と
し
：
絵

・
あ
た
ら
し
い
子
が
き
て

…
…
…
岩い

わ

瀬せ　

成じ
ょ
う
こ子

：
作

・
あ
か
い
あ
り
の
ぼ
う
け
ん
え
ん
そ
く

…
…
…
か
こ　

さ
と
し
：
作

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 ❼ 8 9 10 11 12
13 � 15 16 17 18 19
20 � 22 23 24 � 26
27 � 29 30

4 月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

※開館時間	 平日／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00

※祝日も開館しております。

QAA Q
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わ
た
な
べ

し
ん  

や �

　

子
ど
も
の
体
力
や
運
動
能
力
の
低
下
が

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の

一
つ
に
「
身
体
活
動
量
」
の
低
下
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

身
体
活
動
量
と
は
、
運
動
や
生
活
の
中

で
の
動
き
な
ど
、
す
べ
て
の
動
き
の
大
き

さ
（
量
）
を
表
し
、
こ
の
不
足
は
人
間
の

健
康
を
害
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

子
ど
も
は
、
発
育
発
達
の
著
し
い
時
期
に

あ
た
り
、
身
体
活
動
量
が
十
分
に
確
保
さ

れ
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
送
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
少
な
く
と
も
1
日
に
60
分

以
上
の
身
体
活
動
量
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
定
期
的
に
体
を
動
か
す
機
会
は

体
育
の
授
業
で
す
が
、
1
週
間
に
た
っ
た

3
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
学

校
以
外
で
も
身
体
活
動
を
増
や
す
取
り
組

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
子
ど
も
の
身
体
活
動
量
を
上

げ
る
ポ
イ
ン
ト
を
5
つ
紹
介
し
ま
す
。
保

護
者
の
方
は
無
理
の
な
い
範
囲
で
生
活
に

取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い「
か
ら
だ
を

動
か
す
」こ
と
の
必
要
性
�

①
家
の
周
り
を
散
歩
す
る

　

淡
々
と
歩
く
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の

興
味
に
寄
り
添
い
、
立
ち
止
ま
り
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
子
ど
も
に
向
き
合
い
ま
し
ょ

う
。

②
近
く
の
公
園
に
行
く

　

子
ど
も
に
何
が
好
き
で
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
行
う
か
聞
い
て
み
る
と
大
人
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
子
ど
も
か
ら
積
極
的

に
遊
び
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

③
近
所
の
保
護
者
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
子

ど
も
の
遊
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

④
徒
歩
に
よ
る
通
園
・
通
学

　

毎
日
の
通
園
・
通
学
で
確
実
に
活
動
量

が
確
保
で
き
ま
す
。

⑤
簡
単
な
お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る

　

最
近
は
機
械
に
よ
る
家
事
の
自
動
化
が

進
み
、
子
ど
も
の
お
手
伝
い
が
減
っ
て
い

ま
す
。
お
手
伝
い
は
、
賢
く
作
業
を
こ
な

す
知
恵
や
忍
耐
力
を
養
う
と
さ
れ
、
身
体

活
動
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
学
び
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

身
体
活
動
量
を
上
げ
る
工
夫

　

平
成
19
年
11
月
に
開
催
し
た
健
康
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、「
東
御
市

健
康
づ
く
り
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
学
期
・
新
年
度
が
始
ま
る
4
月
は
、

生
活
ス
タ
イ
ル
や
環
境
が
変
わ
り
、
緊
張

し
て
過
ご
す
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
も
よ
り
疲
れ
が
ち
な
こ

の
時
期
に
、
健
康
づ
く
り
宣
言
を
一
読
い

た
だ
き
、
ご
家
族
で
健
康
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

何
を
す
る
に
も
身
体
が
資
本
で
す
。
年

に
一
度
は
健
（
検
）
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
に
は
、
特

定
健
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
高

血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
な
ど
の
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
で
す
。
健
診

を
受
け
た
こ
と
で
、
自
分
の
身
体
と
検
査

デ
ー
タ
と
の
関
連
が
分
か
り
、
状
態
が
改

善
し
た
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

●
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

　

東
御
市
国
保
加
入
者
の
特
定
健
診
・
健

康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
人
間
ド
ッ

ク
補
助
等

●
各
種
が
ん
検
診

　

胃
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が

ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診
・
婦
人
科
検
診
・

乳
が
ん
検
診

　

健
（
検
）
診
の
こ
と
は
、
健
康
保
健
課

健
康
増
進
係
（
☎
64
︱
８
８
８
３
）
へ
。

　

今
月
号
か
ら
東
御
市
の「
健
康
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
を
連
載
で
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

生
き
活
き 

長
生
き

　
　
　
健
康
と
う
み 

❶

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

土
つち

屋
や

佐
さ

知
ち

子
こ

 保健師

東
御
市
は

「
健
康
づ
く
り
宣
言
」
の
ま
ち

健
康
づ
く
り
を
始
め
る
な
ら

ま
ず
は
、
健
診
を
！

市
が
実
施
す
る
健
（
検
）
診

東
御
市
健
康
づ
く
り
宣
言

連載
シリーズ

（
前
文
略
）

●
食
生
活
を
見
直
し
、
運
動
に
親
し
み
、

元
気
な
身
体
を
つ
く
り
ま
す
。

●
禁
煙
や
生
活
習
慣
な
ど
、
家
族
み
ん

な
で
健
康
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

す
。

●
健
康
診
査
を
毎
年
受
け
、
自
分
の
身

体
の
健
康
を
考
え
ま
す
。

●
仕
事
や
家
事
の
手
を
休
め
、
こ
こ
ろ

の
ゆ
と
り
を
つ
く
り
ま
す
。

●
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、
み
ん
な
が

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。
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中
央
公
民
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　
「
失
礼
し
ち
ゃ
う
の
よ
」
と
、
先
日
友

人
と
い
ろ
い
ろ
話
し
て
い
る
中
で
、
友
人

が
腹
立
た
し
げ
に
話
し
出
し
た
。
友
人
が

語
っ
て
く
れ
た
内
容
は
、
も
う
何
年
も
前

の
こ
と
な
の
に
今
も
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い

悔
し
さ
が
滲に

じ

み
出
て
い
た
。

　

あ
る
企
業
の
記
念
式
典
に
社
長
の
代
理

で
出
席
し
た
時
の
こ
と
。
社
長
が
ど
う
し

て
も
所
用
で
出
席
で
き
な
い
の
で
、
友
人

が
頼
ま
れ
た
そ
う
だ
。
社
長
名
の
席
に

座
っ
て
い
る
と
、
友
人
の
上
席
に
座
っ
て

い
る
方
が
、
そ
れ
ま
で
は
何
か
と
話
し
か

け
て
き
て
「
社
長
の
奥
様
で
す
か
」
と
問

う
の
で
、「
い
い
え
、
私
は
代
理
を
頼
ま

れ
た
従
業
員
で
す
」
と
答
え
る
と
、
そ
の

後
は
一
言
も
話
し
か
け
ら
れ
ず
に
無
視
さ

れ
た
気
持
ち
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
態
度
の
変
化
が
悔
し
く
て
た
ま
ら
な

い
と
友
人
が
語
っ
て
く
れ
た
。

　

そ
の
話
を
聞
い
て
、
江
口
い
と
さ
ん
の

「
人
の
値
う
ち
」
と
い
う
詩
を
思
い
出
し

た
。　

　

友
人
の
悔
し
さ
は
、
社
長
の
奥
様
で
は

な
く
一
介
の
従
業
員
と
知
っ
た
時
か
ら
態

度
を
変
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
自
分
が
否
定

さ
れ
た
気
分
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
推
察
す
る
。
は
た
し
て
人
に
値
う
ち
な

ど
と
い
う
尺
度
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
人
そ
の
人
の
尊
厳
こ
そ
大
事
な
も
の

で
あ
っ
て
、
肩
書
き
な
ど
で
、
そ
の
人
を

判
断
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

新
し
い
出
会
い
の
春
。
学
校
や
職
場
や

地
域
な
ど
で
様
々
な
方
々
と
出
会
い
、
話

を
す
る
機
会
も
増
え
る
春
。
ど
ん
な
出
会

い
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
そ
の
人
を
大
切

に
で
き
る
自
分
で
あ
り
た
い
。

（119）

人
の
値
う
ち
？

や
な
ぎ
さ
わ

ふ

　み

　こ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

柳
沢
富
美
子

　

昨
年
3
月
か
ら
進
め
て
き
た
中
央
公
民

館
の
増
改
築
工
事
が
完
了
し
、
3
月
16
日

に
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ

て
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
19
日
か
ら
は
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
利
用
も
可
能
に
な
り
、
連
日
大
勢

の
方
が
来
館
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
改
修

前
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て

い
た
1
階
部
分
が
学
習
室
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
ほ
か
、
既
存
棟
の
西
隣
に
は
最

大
１
５
０
人
収
容
の
講
義
室
と
陶
芸
室
を

新
た
に
設
け
、
公
民
館
機
能
が
充
実
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
教
育
行
政
の
強
化
と
事
務
の
効

率
化
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い

た
教
育
委
員
会
事
務
局
の
教
育
課
と
生
涯

学
習
課
を
2
階
部
分
に
集
約
し
ま
し
た
。

（
前
略
）

講
演
が
あ
る

何
々
大
学
の
先
生
だ
と
い
え
ば

内
容
が
悪
く
て
も

人
々
は
耳
を
す
ま
せ
て
聴
き

良
か
っ
た
と
言
う

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

肩
書
で
決
ま
る
ら
し
い

名
も
無
い
人
の
講
演
に
は

人
々
は
そ
わ
そ
わ
し
て
帰
り
を
急
ぐ

ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は

学
歴
で
決
ま
る
ら
し
い

（
後
略
）

《
江
口
い
と
著「
人
の
値
う
ち
」よ
り
》

▲増設された講義室

▲充実した学習室

▲明るくなった館内

▲中央公民館の外観

開館時間
平　日：午前８時30分～午後10時
土・日・祝日：午前９時～午後10時
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〈広告欄〉

まるごと生活百科
4 月の納税 

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

（納期限 4月30日）

◦固定資産税・都市計画税（１期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成26年 2 月 平成25年 2 月
最高気温 17.7℃（03日） 15.3℃（02日）
最低気温 − 11.1℃（11日） − 11.4℃（17日）
平均気温 − 0.9℃ − 0.4℃
平均湿度 73.2％ 68.8％
降 水 量 84.5㎜ 23.0㎜

市内交通事故統計 　2月分
平成26年 2月28日現在

累計※ 前年比
件数 7 件 23 件 ＋ 4 件
傷者 7 名 25 名 − 2 名
死者 0 名 00 名 ＋ 0 名

こちら119（東御消防署）
＝ 2月の出動件数＝

火災 2件 （5件）	 救急 94件 （205件）

カッコ内は平成26年1月からの累計

※平成26年1月からの累計

●問い合わせ先
　税務課　資産税係　☎62－1111（代表）

　固定資産税は、毎年 1月 1日（賦課期日）時
点で土地・家屋を所有している方に課税される
税金です。1 月 2 日以降に所有権の移転や取り
壊しを行った場合でも、その年度分の固定資産
税は課税されることとなります。

税のワンポイントアドバイス

相 談 事 例

　私は、今年の 1 月 5 日に、市内に所有していた
家屋を取り壊したのですが、4 月に届く納税通知

書の課税明細を確認したところ、その家屋が記載され
たままでした。なぜでしょうか。

　お問い合わせの家屋については、賦課期日時点
で取り壊されていなかったため、今年度について

は固定資産税が課税されることになります。

　私は、所有している土地を今年の 5 月に売買す
る予定です。5月以降分の固定資産税については、

売買した相手に納税通知書を送付して欲しいのです
が。

　固定資産税については、月割で課税を行うと
いったような制度はありません。但し、当事者間

の合意において、月割按分等の方法で両者が負担する
といったことは可能ですので、売買の相手方とお話し
合いをいただきたいと思います。（あくまで地方税法
上の納税義務者は、1 月 1 日時点での所有者の方とな
ります。）
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　保険料を納めることが経済的に困難な場合に、被保
険者本人、配偶者、世帯主の前年所得額に応じて、保
険料の納付が「全額免除」、「一部納付（一部免除）」
または「納付猶予」される制度があります。また、学
生の方には「学生納付特例制度」があります。
　免除等の申請窓口は市民課国保年金係です。申請の
際は、年金手帳、認印、学生証（学生に限る）をお持
ちください。

　退職（失業）による特例免除を申請されますと、通
常であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査
を行い、保険料納付が免除されます（配偶者、世帯主
に一定の所得があれば認められない場合があります）。
特例免除を希望する方は、上記の持ち物のほかにハ
ローワークの証明書（離職票、雇用保険受給資格者証
等）をお持ちください。
　なお、平成 26年 4月から 2年 1カ月分遡って免除
の申請ができるようになりました。

〈広告欄〉
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平成26年度
　国民年金保険料のお知らせ

保険料の納付が困難なときは、
免除・猶予の申請を

退職（失業）による特例免除

国 民 年 金 ア ド バ イ ス

　3 月から 4 月にかけては就職や退職、引っ越しなど
の異動が多い時期です。これに伴い、年金の手続きが
必要になる場合がありますので、忘れずに届出をお願
いします。
　なお、届出に必要な持ち物は、あらかじめご確認く
ださい。

※現金支払いの方には、₄月上旬に日本年金機構から平成26年
度分の納付書が郵送されます。₆カ月分または₁年分の前納
を希望される方は、同封の納付書により₄月末までに納付し
てください。

※口座振替の方にも₁カ月前納制度（早割）、₆カ月前納等が
あります。詳しくは下記へお問い合わせください。

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎62－1111（代表）

平成26年度 現金支払いの保険料
納付方法 1カ月分 6カ月分 1年分

現金支払（月々） 15,250円 91,500円 183,000円

現金支払（前納）
【割引額】 － 90,760円

【740円】
179,750円

【3,250円】

4月からの保険料は、
月額 15,250円（年額 183,000円）

訂正とおわび
　市報とうみ3月号（No.119）12ペー
ジの内容に誤りがありました。次のよ
うに訂正しておわびいたします。

誤

正

◦	田畑の枯草焼きは、……
	 風上から…

◦	田畑の枯草焼きは、……
	 風下から…
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ートピックスー　地域の話題

　湯の丸高原への競泳用高地トレーニング施設の誘致を目指し、公益財
団法人日本水泳連盟の鈴

す ず き

木大
だ い ち

地会長やパラリンピック競泳金メダリスト
の成

な り た

田真
ま ゆ み

由美さんら総勢₇名で組織する「東御市湯の丸高原高地トレー
ニング施設検討委員会」が発足し、₂月28日に初会合が同高原で開かれ
ました。今回の会合では、委員長に日体大総合研究所の武

む と う

藤照
てるよし

芳所長が
選出されたほか、施設のイメージについて意見が交わされました。
　なお、検討委員会初会合の前々日にあたる₂月26日には、上田市、小
諸市、御代田町、軽井沢町、群馬県嬬恋村、東御市の₆市町村による「浅
間山麓・菅平高原エリア高地トレーニング推進協議会」が設立され、連
携して国や県に働きかけを行っていくことになりました。

　和小学校で₃月₇日、卒業を控えた₆年生がふるさとへの
思いや₆年間の思い出などを綴ったオリジナルソング₃曲を、
在校生や恩師の前で披露しました。
　このオリジナルソングは、₆年生の₃クラスがそれぞれ音
楽の授業の中で作詞・作曲したもので、歌詞には和の風土や
学校生活を象徴する言葉が散りばめられています。
　同校の平

ひらばやし

林裕
ゆういち

一校長（₃月末日で転任）は、「皆さんが和
の地を、学校、仲間を愛する気持ちが伝わってきた」と評し、
心身ともに成長して巣立っていく₆年生を讃えました。

　東御市発足10周年記念企画展「とうみの雛まつり」が、₂月22日から
₃月₉日にかけて市文化会館で開催され、大勢の市民が鑑賞に訪れました。
　会場を訪れた人を真っ先に出迎えたのは、手工芸品をつくる団体「紅

も

絹
み

の会」（竹
たけうち

内澄
す み こ

子代表）と「姫ぐるみの会」（細
ほ そ だ

田あや子
こ

代表）が制作したオリジナリティあふれる創作雛やつるし
雛の数々で、艶やかな雰囲気を醸し出していました。さら
に、会場奥の展示ケースには、市内の個人が所蔵する貴重
な押し絵雛や着物などが並び、訪れた人は優美な和の世界
を堪能していました。

　昨年12月22、23日に日本科学未来館（東京都）で行われた「第57回日本学生科学
賞」の最終審査に、北御牧中学校₃年の青

あ お き

木至
ゆきひと

人さん（今春同校卒業）が臨み、ニ
ホンジカの頭骨の成長過程を調査した結果を報告して環境大臣賞を受賞しました。
　小学校₂年から野生動物の骨の研究を始めたという青木さんは、ニホンジカ200
個体分の頭骨の骨格標本を計測し、頭骨最大長と各部位の長さの関係をグラフ化し
て頭骨の成長の仕方を明らかにしました。
　受賞報告のため₃月13日に市役所を訪れた青木さんは、「脊椎動物の現在の姿は、
環境に合わせた進化によるもの。骨を研究することで、これからどのように進化し
ていくのか調べたい」と今後の課題を明確にしていました。

優美な和の世界を堪能　とうみの雛まつり開催

和小学校の卒業生
6 年間の思い出をオリジナルソングで表現

湯の丸高原に競泳用長水路施設を
高地トレーニング施設検討委員会が発足

第57回日本学生科学賞
青木至人さん（御牧原北部）　環境大臣賞受賞！

▲オリジナルソングを披露する和小学校の₆年生

▲花岡市長に資料を用いて研究の成果
を報告する青木さん（写真右）

▲検討委員会終了後の会見

▲艶やかな創作雛とつるし雛

▲個人所蔵の押し絵雛

（2014年 4月）市報とうみ 38



ートピックスー　地域の話題

　和保育園と西部保育園が₄月に統合、新築移転されるのを前に、
₃月20日、両園で閉園式が行われました。
　昭和54年度建設の園舎を離れる和保育園では、園児たちが園舎
に対する感謝の思いを元気な歌声で表現したほか、園名プレート
を₁枚ずつ取り外して慣れ親しんだ園舎との別れを惜しみました。
　また、昭和49年度の開園以来、1,122名の子どもたちが巣立っ
た西部保育園では、スライドショーで保育園での活動を振り返り、
最後に園児たちの「西部保育園ありがとう。西部保育園さような
ら」の大きな声で園の歴史に幕を下ろしました。
　長きにわたり地域の子どもたちの成長を見届けてきた両園舎は、
園児やその保護者、地域の皆さんに見守られる中、惜しまれなが
らも最後の₁日を終えました。
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　₂月26日、東部中学校₃年の唐
からさわ

沢航
こ う き

希さん（今春同校卒業）が、同世代の
県内有力選手がアルペンスキーの技術を競う「さかえ倶楽部スキー大会」（下
水内群栄村）で優勝を果たしました。
　湯の丸高原スキー場で技術を磨いたという唐沢さんは、今大会を含む全₇
レースの成績に応じて与えられるポイントの合計で県の上位に入り、JOC
ジュニアオリンピックカップ2014の県代表に選出されました。
　今回の活躍を報告するため₃月13日に市役所を訪れた唐沢さんは、「全国
レベルや世界レベルでも、いい成績が残せるようにがんばりたい」と抱負を
語っていました。
　なお、唐沢さんは、₂月27、28日に行われた海外派遣選手選考会でも上位
の成績を収め、₄月にヴァルディゼール（仏）で行われる大会にも出場します。

思い出いっぱいの園舎に別れ
和保育園、西部保育園で閉園式

アルペンスキー　唐沢航希さん（東町）
JOCジュニアオリンピックカップ2014出場

▲闘志を燃やす唐沢さん

▲園児が園名プレートを外す（和保育園）

▲思い出のスライドショー（西部保育園）
▲西部保育園

▲和保育園
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します！
私たちの活動紹介

市 報

人の動き
（ 3月１日現在）

世帯数
11,690世帯（−8）

総人口
31,079人（−47）

男 15,350人（−15）
女 15,729人（−32）

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入	 54人
転出	 75人
出生	 13人
死亡	 40人
その他	 1人増

※カッコは前月対比
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平成26年
4月1日発行

　今月号からの新コーナー「紹介します！私たちの活動」では、市民参
加による地域づくりを後押しすることを目的に、地域づくりやボラン
ティア活動等に取り組む市民活動団体の皆さんを紹介していきます。

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）と
させていただきます。

FMとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
◦午後 4 時～
　　午後 4 時 55 分

『市民情報広場』

　「東町歌舞伎」は、約250年の歴史を持つとされる
地芝居で、市の無形文化財に指定されています。戦後、
40年程途絶えた時期がありましたが、昭和61年に国の
文化財審議委員による提言がきっかけで復活の気運が高
まり、同年に区民により当保存会が設立されました。そ
して、昭和63年には日吉神社境内の「東町歌舞伎舞台」

（県有形民俗文化財）の改修が完了し、こけら落としの
記念公演として同年4月29日に復活を果たしました。以
後、農閑期を中心に稽古を重ね、市内外で20回を超え
る公演を行ってきました。

設立の経緯と主な活動

　当保存会が抱える大きな課題は、若手後継者の育成
です。役者経験のある会員は約50名所属しています
が、その主体は50代です。脈々と受け継がれてきた
伝統芸能を後世に残していくためには、若手後継者の
育成が必要不可欠です。毎年共演している祢津小学校
歌舞伎クラブとともに、次代に伝えていく努力を続け
ていきたいと考えています。

開催日	 4月29日（火）　　開場：午前10時00分　（入場無料）
会　場	 日吉神社境内 東町歌舞伎舞台
演　目	 三番叟（10時30分～）／白浪五人男「浜松屋店先の場・

稲瀬川勢揃いの場」（祢津小学校歌舞伎クラブ、11時
00分～）／鎌倉三代記「絹川村閑居の場」（東町歌舞
伎保存会、午後1時00分～）

地域の伝統芸能を後世に

平成26年度祢津東町歌舞伎公演
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さん（東町）

団体名：祢津東町歌舞伎保存会
No.1

　市では、市内で地域づくり活動を
行う団体を市公式ホームページで紹
介しています。登録をご希望の団体
は、ホームページをご覧ください。

市民活動団体登録制度の
ご案内

東御市　市民活動団体 検索


